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未知のものに出会う、
何者でもない自分でいる。
突き詰めていくと、結局は「旅」になる。

巻頭インタビュー

宇垣 美里
甘いルックスから発せられる凛とした言葉で
独特の存在感を放つ宇垣美里さん。実は、けっこう「濃いめ」の旅人。
休みが2日取れれば即座に旅へ出かけ、
つらくなったらパスポートを取り出し「いつでも逃げ出せるように」と持ち歩く。
「フリーアナウンサー」という肩書きからは決して見えてこない、
旅、文化、人生への想い…。
プリズムのように多面的な宇垣さんの
くるりと丸い瞳が捉えている景色をシェアしてもらいました。

フリーアナウンサー

――なるほど。宇垣さんは“闇キャラ”などネガティブな人のイメージが
ありましたけど、実際はポジティブな人ですね。

ポジティブです。そして、人生に対していい意味で諦観があるんだと

思います。以前「人には人の地獄がある」という発言をして闇キャラ

といわれたんですが、いや、それは真理だから…みたいな。みんな

それぞれに大変なことがある、だからみんな頑張ろうね、という気

持ちなんですよ。

――宇垣さんの言葉はキラリと光るものばかりで、文章もとても素敵
です。

ありがとうございます。小説、マンガ、アニメ…。とにかく日々何らかの

物語を摂取し続けているからですかね。中学生の頃、図書室の本を全

部読む！と決めて、いわゆる名作の文学なんかはその頃にほぼ読みま

した。今は海外の文学を読んでいて、アメリカ、韓国、台湾…。チベット

の小説も面白かったですね。

――アナウンサー、モデル、コラムニストと引き出しがものすごく多いで
すが、宇垣さんはズバリ何を目指しているのですか？

引き出しを増やして何者かになろうとしているんじゃなくて、ただただ

単純に引き出しを増やしたいんです。それが好きなんです。海外旅行

もそうですし、本を読むことも、何かを見に行くことも、すべてそう。

――ラジオやTV、モデルのお仕事のほかにも、コラムの連載をいくつも
抱えている宇垣さん。その中で、かなり頻繁に旅の話題が出てきま
す。相当な旅好きとお見受けしましたが、初めての海外旅行は、い
つ、どちらに行かれたのですか？

大学2年生の時、叔母が仕事でフランスに行く際に「こない？」と誘って

もらったのが初めての海外です。先に叔母が渡仏して、後から私が一

人で行くという形でした。 

――現地ではどんな風にして過ごしたのですか？

叔母は仕事ですから、日中はほぼ単独行動。一人であちこち観光し

まくりました。ルーヴル美術館、オランジュリー美術館、ノートルダ

ム寺院…。ツアーに申し込んで、ジヴェルニーのモネの終の住処で睡

蓮の庭も見ました。

――初海外からなかなかのハードスケジュールですね。盛りだくさん！

大学生で若かったこともあって、休みをほとんど取らずに歩き続けまし

た。そうしたら、ホテルに帰って鼻血が止まらなくなって（笑）。

あまりにも休憩を取らなかったせいで、倒れかかった日もありました。

「あれ、なんかクラクラする。何か、何か飲み物を飲まなければ…」と、

フラフラしながらルーヴル美術館の1階のカフェに入って、レモンス

カッシュを飲んだりして（笑）。

――フランスにはその後も何度か行かれたのですか？

叔母の仕事先はパリとミラノが多かったので、フランスやイタリアへ

は便乗してよく行きました。イタリアはミラノ以外にも、妹とフィレン

ツェやベネチアに行ったり。

――フィレンツェ！ いいですね。

フィレンツェは歩いて回れるほどコンパクトで、空間認識が得意な私

は一度地図を見ただけでさくさく観光できました。ベネチアは島全体

に漂う海と魚のにおいが何とも心地よかったです。人によっては生臭

く感じるかもしれないけれど、私は神戸の港町育ちなので、海のそば

が一番落ち着くんだということを再認識させられました。

――大学では国際政治やパブリック・ディプロマシー（広報文化外交）
　　を専攻していらしたとか。

外交と報道の関係に興味があったんです。ゼミの先生が旧ユーゴスラ

ビアの研究をされていたので、その流れでセルビア、クロアチアへゼ

ミ旅行にも行きました。

――旧ユーゴスラビアの国 っ々て、実際に訪れてみてどうでしたか？

もないし、性格もわかっているから楽で（笑）。

――旅に行くと、同行者のいろんな面が見えてきますよね。

うーん、友人と行っても妹と行っても、嫌なところは見えないです。絶対

ないです。旅に行く時は「相手のことを全肯定する」というルールを徹

底しています。私もそうだし、相手もそう。だって、そのほうが楽しい

じゃないですか。

――日本に帰ってくるとほっとしますか？

あーあ、帰ってきちゃったな…と思います。旅の疲労に加えて「帰って

きてしまった…日常が始まる、ウエ～」みたいな。街中のいろんな情報

が入ってきて、「あー、うるさいっ！」ってなりますね（苦笑）。

海外にいると当事者じゃなくなるというか、旅って、本を読むのに近い

と思うんですよ。私は登場人物ではない。その国の世界を構成してい

ない、圧倒的な他者。映画や舞台をずっと見ている感じがして、とても

自由に感じます。

――海外に行くことを「引きこもりに行く」とおっしゃられていましたね。

海外に行くことって、関係性を切ることだと思うんです。限りなく一人に

近い、何者でもない自分と孤独を味わいにいく感じ。良くも悪くも一期

一会、ありのままで居られるというか、きれいに着飾る必要もないし、

格好つける必要もないですし、わからないこととか知りたいことって

まっすぐに聞いてもだいたいの人は教えてくれるし答えてくれる。こう

いう仕事をしているからこそ、ゼロになれる、何者でもない自分になれ

るっていうのは私にとって大きくて。日本だと、つながりすぎますね。周

りの目を気にしなきゃいけないから、大好きなブランコも夜しか乗れ

ません（笑）。

――日本でなくても生きられると思えるのは、とても貴重なことですね。

「ここじゃない、どこか」を知ると、その先つらくなったときにちゃんと逃

げ出せます。そして、逃げる選択肢があるという事実は、この場所で踏

みとどまって頑張り続ける支えになると思うんです。

――逃げる場所があるから、踏みとどまれる。

私、普段から、常備薬やクレジットカード、ある程度の現金、保険証や

資料のデータが入っているUSBメモリなどを常に持ち歩いています。

そして、いよいよ追い込まれてきたら、パスポートも持ち歩く（笑）。

私の切り札ですね。どうしても耐えられなくなったら、いつだって、どこ

にだって行けると。持っているだけで絶大な安心感を与えてくれます。

――2019年に5年勤めたTBSを退職され、フリーアナウンサーとして新
しい世界に羽ばたかれました。「在京キー局のアナウンサー」という
居場所を、ずいぶん潔く手放されたなという印象でした。

――おいしいものを語る時の熱量がすごいです（笑）。

その国の緯度、温度、湿度で味わうからこそおいしいもの、美しく感じ

られる風景って絶対にあります。どんなにVRの技術が進化しても、これ

は変わらないと思う。香りの伝わり方一つとっても、国によって全然違

いますし。

――空港に降り立った瞬間に、その国の香りを感じることってあります
よね。

トルコに着いた瞬間は「なんだこりゃ！」とひっくり返りそうになるほど

のすごいスパイスのにおい。スペインはオレンジの香りがふわーっと

漂っていたなあ。フィンランドのヘルシンキは、空気自体が凍っていま

した。雪が音を吸って、静謐（せいひつ）な感じで。キーンって音が聞こ

えてくるような、独特の雪のにおい。大好きです！

――日本は何のにおいですか？

ダシと醤油です。落ち着くんですよね「ああ～っ」て（笑）。

――旅をより楽しいものにするコツをお聞かせください。

まず、旅に出かける前に地図や交通経路を頭に叩き込みます。地図は

見るより覚える方が早いし便利。旅先で地図を広げるのって、「不慣れ

な旅行者でーす。」と言っているようなものですから。

――宿泊先を選ぶ基準は何かありますか？

利便性を大事にしています。アクセスがいいところで、危なくないところ。

私はツアーでは行かないから、自分の身は自分で守らないといけない。

一緒に行く仲間も女友達がほとんどですから、安全な場所が第一です。

――危機管理が徹底されていますね。

何か嫌なことがあって、その国のイメージが悪くなるのを避けている

んです。せっかく行くなら好きなままでいたいから、絶対に嫌な目に合

わないようにすごくガードします。

――常に戸籍謄本も持ち歩いているとか。

一人旅が多いからこそ、何かあったときに他人に迷惑をかけないため

の準備は徹底的にして行きます。

出発前は自分の部屋の掃除もしっかりします。水回りをピカピカに磨

き上げて、棚の中まで整理整頓して行きますよ。だって、もし旅の間に

死んじゃったら、後片付けにきてくれる親がかわいそうでしょう。きれ

いな部屋に帰ってくるのは気持ちがいいし、疲れた体にもやさしいで

すしね。

―― お友達と行かれることもあるんですか？

もちろん！ 高校時代の神戸の友人、大学時代の京都の友人、あとは妹

が多いかな。旅が近づいてくるとグループLINEで「休みを勝ち取ろう！」

とか、お互いに励まし合います（笑）。妹は留学をしていたから英語も

堪能。何度も助けてもらっています。今さら互いをジャッジする間柄で

古い教会やお城を見るのが趣味なので、どうしてもヨーロッパが多く

なりますね。教会や寺院って、その国の思想や宗教観、技術や文化が

ギュッと詰まっている。国によってまったく違うのが面白いです。

――特にどの国の教会が印象に残っていますか？

建築の幅の広さでいうとフィンランドですかね。北欧建築って変わっ

たものが多くて、岩の中に造られたような教会や、曲げわっぱみたい

に造られた教会もありました。

セルビアの教会も質素だけどキレイでしたね。ロシアっぽいけれど

ちょっと違う、セルビア正教独特の雰囲気を感じられました。

――旅の行き先はどうやって決めているのですか？

まずお休みが先に決まるので、その季節に楽しいところはどこかな…

という感じで探します。一人で行くんだったらなるべくフライトが短い

ほうがいいので、フィンランドとか。パリだと12時間だけど、フィンラン

ドなら9時間ですよ。近い！

――ん…!? ちょっと基準がおかしくなってる感じですが（笑）。

いや、9時間は近いですよ！（笑）。旅って、体力の問題も絶対にあると思

うんです。今は29歳ですが、すでに学生時代のようにハードには回れ

ません。だからなるべく若いうちに、遠いヨーロッパに行っておきたい

んです。

――若い今だからこそ遠くに、というわけですね。

たとえば平均寿命の87歳まで生きるとして、29歳の私が見たことは、

あと58年間も懐かしく思い出して楽しめます。けれどその翌年だと57

年間、10年後だと47年間しか楽しめません。なんてもったいない話で

しょう！

――思い出をかみしめられる時間がどんどん短くなってしまう、と。

だから生きている中で一番若い、今、この時に、できるだけ遠いところ

に無茶してでも行きたいんです。大学時代から、バイトをして資金がた

まればすぐさま飛行機に飛び乗って旅に出ていました。親にやんやや

んや言われながらでも、あちこち行っておいて本当によかった。いや、

本当はもっと行っておけばよかった…。

――今までのヨーロッパ旅行で、何度も思い出して楽しんでいるのはど
んな旅ですか？

12月に行ったドイツのクリスマスマーケットは最高に美しかったです

ね。湿度が低いからか、イルミネーションのキラキラがものすごく美し

く映えるんです。どこまでも光が届く感じで。店先のクリスマスグッズは

いちいち精巧でかわいい、そこら中でホットワインが売っている。何気

なく立ち寄るお店のソーセージやウインナーが、どれもこれもめちゃく

ちゃおいしくて。フランスのクロワッサンは、別格。なんなんでしょうあ

のおいしさは。スペインでは水よりもサングリアが安いので、水代わり

に飲みつつ、プラプラ歩くと500mおきくらいにジェラート屋さんがあ

る。そうしたら入るしかないじゃないですか。で、入ります。はい、食べま

す。「おいしいー！」。この繰り返しですね（笑）。

クロアチアにはドブロブニクという「魔女の宅急便」の舞台にもなった

美しい街が南部にあるんですけど、私たちが行ったのは首都のザグレ

ブ。12月の吹雪の中でした。旧社会主義国家らしい質素なトーンで、優

しい方が多い、面白い場所でしたね。クロアチアからは陸路でセルビ

アに入ったんですけど、ベオグラードまでの移動の途中でユーゴスラ

ビア紛争の銃撃の跡が残った建物をいくつも見ました。

――ユーゴスラビア紛争は1990年代から2000年代初頭、ざっと20～
30年ほど前のことですね。宇垣さんが旅をされた2010年頃も、ま
だそんな状況だったのですね。

穴だらけの建物があちらこちらにそのまま残っていました。建物を壊

して更地にするほどのゆとりも、当時はなかったのかもしれません。短

い移動でしたが「ここで、これだけの戦いがあったんだ…」と。生 し々い

傷跡でした。

――セルビアはどんな国でしたか？

民族紛争がまだ続いていたからか、旧ユーゴスラビアの指導者のチ

トー氏のカレンダーを売っていたり、「コソボはセルビアの領土だ！」と

いう政治的なメッセージが書かれたキーホルダーが売られていたり。

旧ユーゴスラビアの名残が強いなという印象で。

――貴重な経験をしましたね。

「現地に行かないとわからないことってたくさんあるんだ」ということ

を、初めて感じた旅だったかもしれません。街中の至るところで若い人

がブラブラしていて、もしかしたら仕事がないのかな、とか。あとは、食

糧自給率がものすごく高いので食べ物が異常に安いとか（笑）。

――現地の方ともふれあったりしましたか？

セルビアで会った方々のほとんどは「日本人を初めてみた」という感じ

でした。でも、どうやら私、セルビアの方にマッチする顔だったようで、

どこに行っても老若男女問わず「こっちにおいで！」「これあげる！」と。あ

んなにモテたの、後にも先にもないくらい（笑）。

――モテ期がセルビアで！

こんなにかわいがられるんだったら「私セルビアで生きていけるわ」と

思いました（笑）。そういう場所が一つ出来たことで、日本でくじけても

「ここが最後じゃないしな」と思えるようになりましたね。

――宇垣さんの強さの源がそこに。

仕事も含め「この場所でやり遂げなきゃいけないものなんて何一つな

い」という気持ちが持てるところは、私の強みでもあると思います。

――大学の卒業旅行はウィーン、プラハ、ブダペストだったそうですね。
ヨーロッパがお好きなんですか？

初めての海外旅行は
フランスでほぼ一人旅。

ノンストップで歩き続け
鼻血が止まらなくなった。

セルビアで人生最大の
モテ期が到来！

うーん、最初はそれこそ服もメイクもプライベートも、アナウンサーら

しくしなければと四苦八苦していた時期もありましたけどもね。報道を

やりたかったけれど、私のビジュアルでは説得力がない、報道向きじゃ

ないという現実もあって。

バラエティの現場では「あの時の正解は何だったんでしょうか？」と周

囲に聞いてばかりで、常に正解を求めていた時期もありました。でも、

TBSの先輩たちって、本当に自由な方が多いんです。特に私の上司は

「いいんだよ、宇垣がやりたいようにやれば」と、背中を押してくれるよ

うな方で。TBSにはラジオもありましたので、比較的自由に自分の言葉

で語ることができる環境もありました。苦しさよりも楽しさのほうがう

んと多かった。

――それでも、外界へ飛び出した。

大好きな会社だったけど、辞めたからって人生真っ暗だとは思わな

い。今はフリーのお仕事をしていますが、それが向いていなかったら

別の仕事をすればいい。たとえば、海外に住んで働くってどんな感じな

んだろうとか、違う人生を考えない日はないです。

――宇垣さんの自己肯定感の強さは、どんな環境で育まれていったの
でしょう？

私の人格をつくったのは、まぎれもなく高校時代ですね。神戸の公立

高校ですが、すごく自由で個性豊かな学校でした。服装もジャージ、ユ

ニフォーム、ゴスロリ、なんでもあり。オタクだろうが、ギャルだろうが、

ガリ勉だろうが、関係ないという文化。

――互いを尊重し合える学校だったのですね。

今でこそ職業として外見は大切ですが、高校時代に顔のことをかわい

いだの、かわいくないだのと言われたことはありませんでした。その分

妹が、「お姉ちゃんは世界で一番かわいい！」と私のことを全肯定してく

れました。そういう友達と妹がいてくれたから、他には何もいらない。

――たくさんの人に好かれようとしなくてよかったのですね。

全ての人に愛されることは無理ですしね。親もそういうタイプで、気が

合わない先生がいたとしても「そんなんやったら別に近寄らんでええ

から静かにしとき」と。

――他者を攻撃せずに、ストレス源から自分を切り離す、と。

結局、それほど優しくないんです、私。ストレス源にわざわざ「あなたの

やっていることはおかしいです」と教えてあげるほど、優しくない（笑）。

常に楽しい気持ちでいたいので、しんどいとか理不尽と思うこと、合わ

ないものを正すことはしません。

――集約せず、ただ増やしたい。

もうこれは「癖（へき）」ですね。とにかく増やすことが好きなんです。

知っていること、見たことがあるもの、食べたことがあるものが増えて

いくのが好き。その副産物として文章を書いたり、表現の仕事ができ

れば幸せだなと。

――直近では、コスメの引き出しもバーンと開けてしまいました。

コスメへの愛も根本は同じですね。メイクをしていろんな自分になる

のが好きなんです。何か一つの場所、一つのものに固定されてしまう

のが、本当に苦手で。

――見たことがないものを見たい、知りたい、経験したいと。

それを突き詰めていくと、結局は「旅」になるんですよね。未知のもの

に出会う、何者でもない自分でいる。旅はそれが全部手軽にできます

から。新しいことを知れば知るほど、それだけ世界は広がるので、もっ

と自由になれる。

――はやく自由に旅ができるようになるといいですね。

行きたい場所ばかりどんどん増えて困っています（笑）。ポルトガル、

ポーランド、ベルリン…。ロシアのウラジオストクにある、わけのわから

ない（笑）水族館にも行きたい。もっともっと、知らないことに出会いた

いです。

生まれた時からせっかちで、生き急ぎがちな性格で。今もよくまわりか

ら「何を焦っているの？」と聞かれます。でも、私からしてみれば、なぜ人

は明日が絶対に来ると確信を持てるのかがわからないんです。こんな

脆弱な生き物、いつ死ぬかわからないんだから、できる時にできること

をやらないと。まあ、当時はそこまで考えてはいなかっただろうけれど、

私は出られると思った瞬間に外界へ飛び出すことを選んでいます。

――アナウンサー以外にも、やりたいことが見えたという感じ？

自由で、大らかで、大好きな会社でしたけど、世の中にはこんなにもた

くさん仕事があるし、生きる場所はたくさんある。いろんな生き方がで

きる人生がいいなって。

――局アナ時代は、求められる像に自分をはめなければいけない苦し
さもあったんでしょうか？

ヨーロッパを旅する理由。

生 し々い戦禍にふれた
セルビア、クロアチアの旅。
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未知のものに出会う、
何者でもない自分でいる。
突き詰めていくと、結局は「旅」になる。

巻頭インタビュー

宇垣 美里
甘いルックスから発せられる凛とした言葉で
独特の存在感を放つ宇垣美里さん。実は、けっこう「濃いめ」の旅人。
休みが2日取れれば即座に旅へ出かけ、
つらくなったらパスポートを取り出し「いつでも逃げ出せるように」と持ち歩く。
「フリーアナウンサー」という肩書きからは決して見えてこない、
旅、文化、人生への想い…。
プリズムのように多面的な宇垣さんの
くるりと丸い瞳が捉えている景色をシェアしてもらいました。

フリーアナウンサー

――なるほど。宇垣さんは“闇キャラ”などネガティブな人のイメージが
ありましたけど、実際はポジティブな人ですね。

ポジティブです。そして、人生に対していい意味で諦観があるんだと

思います。以前「人には人の地獄がある」という発言をして闇キャラ

といわれたんですが、いや、それは真理だから…みたいな。みんな

それぞれに大変なことがある、だからみんな頑張ろうね、という気

持ちなんですよ。

――宇垣さんの言葉はキラリと光るものばかりで、文章もとても素敵
です。

ありがとうございます。小説、マンガ、アニメ…。とにかく日々何らかの

物語を摂取し続けているからですかね。中学生の頃、図書室の本を全

部読む！と決めて、いわゆる名作の文学なんかはその頃にほぼ読みま

した。今は海外の文学を読んでいて、アメリカ、韓国、台湾…。チベット

の小説も面白かったですね。

――アナウンサー、モデル、コラムニストと引き出しがものすごく多いで
すが、宇垣さんはズバリ何を目指しているのですか？

引き出しを増やして何者かになろうとしているんじゃなくて、ただただ

単純に引き出しを増やしたいんです。それが好きなんです。海外旅行

もそうですし、本を読むことも、何かを見に行くことも、すべてそう。

――ラジオやTV、モデルのお仕事のほかにも、コラムの連載をいくつも
抱えている宇垣さん。その中で、かなり頻繁に旅の話題が出てきま
す。相当な旅好きとお見受けしましたが、初めての海外旅行は、い
つ、どちらに行かれたのですか？

大学2年生の時、叔母が仕事でフランスに行く際に「こない？」と誘って

もらったのが初めての海外です。先に叔母が渡仏して、後から私が一

人で行くという形でした。 

――現地ではどんな風にして過ごしたのですか？

叔母は仕事ですから、日中はほぼ単独行動。一人であちこち観光し

まくりました。ルーヴル美術館、オランジュリー美術館、ノートルダ

ム寺院…。ツアーに申し込んで、ジヴェルニーのモネの終の住処で睡

蓮の庭も見ました。

――初海外からなかなかのハードスケジュールですね。盛りだくさん！

大学生で若かったこともあって、休みをほとんど取らずに歩き続けまし

た。そうしたら、ホテルに帰って鼻血が止まらなくなって（笑）。

あまりにも休憩を取らなかったせいで、倒れかかった日もありました。

「あれ、なんかクラクラする。何か、何か飲み物を飲まなければ…」と、

フラフラしながらルーヴル美術館の1階のカフェに入って、レモンス

カッシュを飲んだりして（笑）。

――フランスにはその後も何度か行かれたのですか？

叔母の仕事先はパリとミラノが多かったので、フランスやイタリアへ

は便乗してよく行きました。イタリアはミラノ以外にも、妹とフィレン

ツェやベネチアに行ったり。

――フィレンツェ！ いいですね。

フィレンツェは歩いて回れるほどコンパクトで、空間認識が得意な私

は一度地図を見ただけでさくさく観光できました。ベネチアは島全体

に漂う海と魚のにおいが何とも心地よかったです。人によっては生臭

く感じるかもしれないけれど、私は神戸の港町育ちなので、海のそば

が一番落ち着くんだということを再認識させられました。

――大学では国際政治やパブリック・ディプロマシー（広報文化外交）
　　を専攻していらしたとか。

外交と報道の関係に興味があったんです。ゼミの先生が旧ユーゴスラ

ビアの研究をされていたので、その流れでセルビア、クロアチアへゼ

ミ旅行にも行きました。

――旧ユーゴスラビアの国 っ々て、実際に訪れてみてどうでしたか？

もないし、性格もわかっているから楽で（笑）。

――旅に行くと、同行者のいろんな面が見えてきますよね。

うーん、友人と行っても妹と行っても、嫌なところは見えないです。絶対

ないです。旅に行く時は「相手のことを全肯定する」というルールを徹

底しています。私もそうだし、相手もそう。だって、そのほうが楽しい

じゃないですか。

――日本に帰ってくるとほっとしますか？

あーあ、帰ってきちゃったな…と思います。旅の疲労に加えて「帰って

きてしまった…日常が始まる、ウエ～」みたいな。街中のいろんな情報

が入ってきて、「あー、うるさいっ！」ってなりますね（苦笑）。

海外にいると当事者じゃなくなるというか、旅って、本を読むのに近い

と思うんですよ。私は登場人物ではない。その国の世界を構成してい

ない、圧倒的な他者。映画や舞台をずっと見ている感じがして、とても

自由に感じます。

――海外に行くことを「引きこもりに行く」とおっしゃられていましたね。

海外に行くことって、関係性を切ることだと思うんです。限りなく一人に

近い、何者でもない自分と孤独を味わいにいく感じ。良くも悪くも一期

一会、ありのままで居られるというか、きれいに着飾る必要もないし、

格好つける必要もないですし、わからないこととか知りたいことって

まっすぐに聞いてもだいたいの人は教えてくれるし答えてくれる。こう

いう仕事をしているからこそ、ゼロになれる、何者でもない自分になれ

るっていうのは私にとって大きくて。日本だと、つながりすぎますね。周

りの目を気にしなきゃいけないから、大好きなブランコも夜しか乗れ

ません（笑）。

――日本でなくても生きられると思えるのは、とても貴重なことですね。

「ここじゃない、どこか」を知ると、その先つらくなったときにちゃんと逃

げ出せます。そして、逃げる選択肢があるという事実は、この場所で踏

みとどまって頑張り続ける支えになると思うんです。

――逃げる場所があるから、踏みとどまれる。

私、普段から、常備薬やクレジットカード、ある程度の現金、保険証や

資料のデータが入っているUSBメモリなどを常に持ち歩いています。

そして、いよいよ追い込まれてきたら、パスポートも持ち歩く（笑）。

私の切り札ですね。どうしても耐えられなくなったら、いつだって、どこ

にだって行けると。持っているだけで絶大な安心感を与えてくれます。

――2019年に5年勤めたTBSを退職され、フリーアナウンサーとして新
しい世界に羽ばたかれました。「在京キー局のアナウンサー」という
居場所を、ずいぶん潔く手放されたなという印象でした。

――おいしいものを語る時の熱量がすごいです（笑）。

その国の緯度、温度、湿度で味わうからこそおいしいもの、美しく感じ

られる風景って絶対にあります。どんなにVRの技術が進化しても、これ

は変わらないと思う。香りの伝わり方一つとっても、国によって全然違

いますし。

――空港に降り立った瞬間に、その国の香りを感じることってあります
よね。

トルコに着いた瞬間は「なんだこりゃ！」とひっくり返りそうになるほど

のすごいスパイスのにおい。スペインはオレンジの香りがふわーっと

漂っていたなあ。フィンランドのヘルシンキは、空気自体が凍っていま

した。雪が音を吸って、静謐（せいひつ）な感じで。キーンって音が聞こ

えてくるような、独特の雪のにおい。大好きです！

――日本は何のにおいですか？

ダシと醤油です。落ち着くんですよね「ああ～っ」て（笑）。

――旅をより楽しいものにするコツをお聞かせください。

まず、旅に出かける前に地図や交通経路を頭に叩き込みます。地図は

見るより覚える方が早いし便利。旅先で地図を広げるのって、「不慣れ

な旅行者でーす。」と言っているようなものですから。

――宿泊先を選ぶ基準は何かありますか？

利便性を大事にしています。アクセスがいいところで、危なくないところ。

私はツアーでは行かないから、自分の身は自分で守らないといけない。

一緒に行く仲間も女友達がほとんどですから、安全な場所が第一です。

――危機管理が徹底されていますね。

何か嫌なことがあって、その国のイメージが悪くなるのを避けている

んです。せっかく行くなら好きなままでいたいから、絶対に嫌な目に合

わないようにすごくガードします。

――常に戸籍謄本も持ち歩いているとか。

一人旅が多いからこそ、何かあったときに他人に迷惑をかけないため

の準備は徹底的にして行きます。

出発前は自分の部屋の掃除もしっかりします。水回りをピカピカに磨

き上げて、棚の中まで整理整頓して行きますよ。だって、もし旅の間に

死んじゃったら、後片付けにきてくれる親がかわいそうでしょう。きれ

いな部屋に帰ってくるのは気持ちがいいし、疲れた体にもやさしいで

すしね。

―― お友達と行かれることもあるんですか？

もちろん！ 高校時代の神戸の友人、大学時代の京都の友人、あとは妹

が多いかな。旅が近づいてくるとグループLINEで「休みを勝ち取ろう！」

とか、お互いに励まし合います（笑）。妹は留学をしていたから英語も

堪能。何度も助けてもらっています。今さら互いをジャッジする間柄で

古い教会やお城を見るのが趣味なので、どうしてもヨーロッパが多く

なりますね。教会や寺院って、その国の思想や宗教観、技術や文化が

ギュッと詰まっている。国によってまったく違うのが面白いです。

――特にどの国の教会が印象に残っていますか？

建築の幅の広さでいうとフィンランドですかね。北欧建築って変わっ

たものが多くて、岩の中に造られたような教会や、曲げわっぱみたい

に造られた教会もありました。

セルビアの教会も質素だけどキレイでしたね。ロシアっぽいけれど

ちょっと違う、セルビア正教独特の雰囲気を感じられました。

――旅の行き先はどうやって決めているのですか？

まずお休みが先に決まるので、その季節に楽しいところはどこかな…

という感じで探します。一人で行くんだったらなるべくフライトが短い

ほうがいいので、フィンランドとか。パリだと12時間だけど、フィンラン

ドなら9時間ですよ。近い！

――ん…!? ちょっと基準がおかしくなってる感じですが（笑）。

いや、9時間は近いですよ！（笑）。旅って、体力の問題も絶対にあると思

うんです。今は29歳ですが、すでに学生時代のようにハードには回れ

ません。だからなるべく若いうちに、遠いヨーロッパに行っておきたい

んです。

――若い今だからこそ遠くに、というわけですね。

たとえば平均寿命の87歳まで生きるとして、29歳の私が見たことは、

あと58年間も懐かしく思い出して楽しめます。けれどその翌年だと57

年間、10年後だと47年間しか楽しめません。なんてもったいない話で

しょう！

――思い出をかみしめられる時間がどんどん短くなってしまう、と。

だから生きている中で一番若い、今、この時に、できるだけ遠いところ

に無茶してでも行きたいんです。大学時代から、バイトをして資金がた

まればすぐさま飛行機に飛び乗って旅に出ていました。親にやんやや

んや言われながらでも、あちこち行っておいて本当によかった。いや、

本当はもっと行っておけばよかった…。

――今までのヨーロッパ旅行で、何度も思い出して楽しんでいるのはど
んな旅ですか？

12月に行ったドイツのクリスマスマーケットは最高に美しかったです

ね。湿度が低いからか、イルミネーションのキラキラがものすごく美し

く映えるんです。どこまでも光が届く感じで。店先のクリスマスグッズは

いちいち精巧でかわいい、そこら中でホットワインが売っている。何気

なく立ち寄るお店のソーセージやウインナーが、どれもこれもめちゃく

ちゃおいしくて。フランスのクロワッサンは、別格。なんなんでしょうあ

のおいしさは。スペインでは水よりもサングリアが安いので、水代わり

に飲みつつ、プラプラ歩くと500mおきくらいにジェラート屋さんがあ

る。そうしたら入るしかないじゃないですか。で、入ります。はい、食べま

す。「おいしいー！」。この繰り返しですね（笑）。

クロアチアにはドブロブニクという「魔女の宅急便」の舞台にもなった

美しい街が南部にあるんですけど、私たちが行ったのは首都のザグレ

ブ。12月の吹雪の中でした。旧社会主義国家らしい質素なトーンで、優

しい方が多い、面白い場所でしたね。クロアチアからは陸路でセルビ

アに入ったんですけど、ベオグラードまでの移動の途中でユーゴスラ

ビア紛争の銃撃の跡が残った建物をいくつも見ました。

――ユーゴスラビア紛争は1990年代から2000年代初頭、ざっと20～
30年ほど前のことですね。宇垣さんが旅をされた2010年頃も、ま
だそんな状況だったのですね。

穴だらけの建物があちらこちらにそのまま残っていました。建物を壊

して更地にするほどのゆとりも、当時はなかったのかもしれません。短

い移動でしたが「ここで、これだけの戦いがあったんだ…」と。生 し々い

傷跡でした。

――セルビアはどんな国でしたか？

民族紛争がまだ続いていたからか、旧ユーゴスラビアの指導者のチ

トー氏のカレンダーを売っていたり、「コソボはセルビアの領土だ！」と

いう政治的なメッセージが書かれたキーホルダーが売られていたり。

旧ユーゴスラビアの名残が強いなという印象で。

――貴重な経験をしましたね。

「現地に行かないとわからないことってたくさんあるんだ」ということ

を、初めて感じた旅だったかもしれません。街中の至るところで若い人

がブラブラしていて、もしかしたら仕事がないのかな、とか。あとは、食

糧自給率がものすごく高いので食べ物が異常に安いとか（笑）。

――現地の方ともふれあったりしましたか？

セルビアで会った方々のほとんどは「日本人を初めてみた」という感じ

でした。でも、どうやら私、セルビアの方にマッチする顔だったようで、

どこに行っても老若男女問わず「こっちにおいで！」「これあげる！」と。あ

んなにモテたの、後にも先にもないくらい（笑）。

――モテ期がセルビアで！

こんなにかわいがられるんだったら「私セルビアで生きていけるわ」と

思いました（笑）。そういう場所が一つ出来たことで、日本でくじけても

「ここが最後じゃないしな」と思えるようになりましたね。

――宇垣さんの強さの源がそこに。

仕事も含め「この場所でやり遂げなきゃいけないものなんて何一つな

い」という気持ちが持てるところは、私の強みでもあると思います。

――大学の卒業旅行はウィーン、プラハ、ブダペストだったそうですね。
ヨーロッパがお好きなんですか？

初めての海外旅行は
フランスでほぼ一人旅。

ノンストップで歩き続け
鼻血が止まらなくなった。

セルビアで人生最大の
モテ期が到来！

うーん、最初はそれこそ服もメイクもプライベートも、アナウンサーら

しくしなければと四苦八苦していた時期もありましたけどもね。報道を

やりたかったけれど、私のビジュアルでは説得力がない、報道向きじゃ

ないという現実もあって。

バラエティの現場では「あの時の正解は何だったんでしょうか？」と周

囲に聞いてばかりで、常に正解を求めていた時期もありました。でも、

TBSの先輩たちって、本当に自由な方が多いんです。特に私の上司は

「いいんだよ、宇垣がやりたいようにやれば」と、背中を押してくれるよ

うな方で。TBSにはラジオもありましたので、比較的自由に自分の言葉

で語ることができる環境もありました。苦しさよりも楽しさのほうがう

んと多かった。

――それでも、外界へ飛び出した。

大好きな会社だったけど、辞めたからって人生真っ暗だとは思わな

い。今はフリーのお仕事をしていますが、それが向いていなかったら

別の仕事をすればいい。たとえば、海外に住んで働くってどんな感じな

んだろうとか、違う人生を考えない日はないです。

――宇垣さんの自己肯定感の強さは、どんな環境で育まれていったの
でしょう？

私の人格をつくったのは、まぎれもなく高校時代ですね。神戸の公立

高校ですが、すごく自由で個性豊かな学校でした。服装もジャージ、ユ

ニフォーム、ゴスロリ、なんでもあり。オタクだろうが、ギャルだろうが、

ガリ勉だろうが、関係ないという文化。

――互いを尊重し合える学校だったのですね。

今でこそ職業として外見は大切ですが、高校時代に顔のことをかわい

いだの、かわいくないだのと言われたことはありませんでした。その分

妹が、「お姉ちゃんは世界で一番かわいい！」と私のことを全肯定してく

れました。そういう友達と妹がいてくれたから、他には何もいらない。

――たくさんの人に好かれようとしなくてよかったのですね。

全ての人に愛されることは無理ですしね。親もそういうタイプで、気が

合わない先生がいたとしても「そんなんやったら別に近寄らんでええ

から静かにしとき」と。

――他者を攻撃せずに、ストレス源から自分を切り離す、と。

結局、それほど優しくないんです、私。ストレス源にわざわざ「あなたの

やっていることはおかしいです」と教えてあげるほど、優しくない（笑）。

常に楽しい気持ちでいたいので、しんどいとか理不尽と思うこと、合わ

ないものを正すことはしません。

――集約せず、ただ増やしたい。

もうこれは「癖（へき）」ですね。とにかく増やすことが好きなんです。

知っていること、見たことがあるもの、食べたことがあるものが増えて

いくのが好き。その副産物として文章を書いたり、表現の仕事ができ

れば幸せだなと。

――直近では、コスメの引き出しもバーンと開けてしまいました。

コスメへの愛も根本は同じですね。メイクをしていろんな自分になる

のが好きなんです。何か一つの場所、一つのものに固定されてしまう

のが、本当に苦手で。

――見たことがないものを見たい、知りたい、経験したいと。

それを突き詰めていくと、結局は「旅」になるんですよね。未知のもの

に出会う、何者でもない自分でいる。旅はそれが全部手軽にできます

から。新しいことを知れば知るほど、それだけ世界は広がるので、もっ

と自由になれる。

――はやく自由に旅ができるようになるといいですね。

行きたい場所ばかりどんどん増えて困っています（笑）。ポルトガル、

ポーランド、ベルリン…。ロシアのウラジオストクにある、わけのわから

ない（笑）水族館にも行きたい。もっともっと、知らないことに出会いた

いです。

生まれた時からせっかちで、生き急ぎがちな性格で。今もよくまわりか

ら「何を焦っているの？」と聞かれます。でも、私からしてみれば、なぜ人

は明日が絶対に来ると確信を持てるのかがわからないんです。こんな

脆弱な生き物、いつ死ぬかわからないんだから、できる時にできること

をやらないと。まあ、当時はそこまで考えてはいなかっただろうけれど、

私は出られると思った瞬間に外界へ飛び出すことを選んでいます。

――アナウンサー以外にも、やりたいことが見えたという感じ？

自由で、大らかで、大好きな会社でしたけど、世の中にはこんなにもた

くさん仕事があるし、生きる場所はたくさんある。いろんな生き方がで

きる人生がいいなって。

――局アナ時代は、求められる像に自分をはめなければいけない苦し
さもあったんでしょうか？

ヨーロッパを旅する理由。

生 し々い戦禍にふれた
セルビア、クロアチアの旅。
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――なるほど。宇垣さんは“闇キャラ”などネガティブな人のイメージが
ありましたけど、実際はポジティブな人ですね。

ポジティブです。そして、人生に対していい意味で諦観があるんだと

思います。以前「人には人の地獄がある」という発言をして闇キャラ

といわれたんですが、いや、それは真理だから…みたいな。みんな

それぞれに大変なことがある、だからみんな頑張ろうね、という気

持ちなんですよ。

――宇垣さんの言葉はキラリと光るものばかりで、文章もとても素敵
です。

ありがとうございます。小説、マンガ、アニメ…。とにかく日々何らかの

物語を摂取し続けているからですかね。中学生の頃、図書室の本を全

部読む！と決めて、いわゆる名作の文学なんかはその頃にほぼ読みま

した。今は海外の文学を読んでいて、アメリカ、韓国、台湾…。チベット

の小説も面白かったですね。

――アナウンサー、モデル、コラムニストと引き出しがものすごく多いで
すが、宇垣さんはズバリ何を目指しているのですか？

引き出しを増やして何者かになろうとしているんじゃなくて、ただただ

単純に引き出しを増やしたいんです。それが好きなんです。海外旅行

もそうですし、本を読むことも、何かを見に行くことも、すべてそう。

――ラジオやTV、モデルのお仕事のほかにも、コラムの連載をいくつも
抱えている宇垣さん。その中で、かなり頻繁に旅の話題が出てきま
す。相当な旅好きとお見受けしましたが、初めての海外旅行は、い
つ、どちらに行かれたのですか？

大学2年生の時、叔母が仕事でフランスに行く際に「こない？」と誘って

もらったのが初めての海外です。先に叔母が渡仏して、後から私が一

人で行くという形でした。 

――現地ではどんな風にして過ごしたのですか？

叔母は仕事ですから、日中はほぼ単独行動。一人であちこち観光し

まくりました。ルーヴル美術館、オランジュリー美術館、ノートルダ

ム寺院…。ツアーに申し込んで、ジヴェルニーのモネの終の住処で睡

蓮の庭も見ました。

――初海外からなかなかのハードスケジュールですね。盛りだくさん！

大学生で若かったこともあって、休みをほとんど取らずに歩き続けまし

た。そうしたら、ホテルに帰って鼻血が止まらなくなって（笑）。

あまりにも休憩を取らなかったせいで、倒れかかった日もありました。

「あれ、なんかクラクラする。何か、何か飲み物を飲まなければ…」と、

フラフラしながらルーヴル美術館の1階のカフェに入って、レモンス

カッシュを飲んだりして（笑）。

――フランスにはその後も何度か行かれたのですか？

叔母の仕事先はパリとミラノが多かったので、フランスやイタリアへ

は便乗してよく行きました。イタリアはミラノ以外にも、妹とフィレン

ツェやベネチアに行ったり。

――フィレンツェ！ いいですね。

フィレンツェは歩いて回れるほどコンパクトで、空間認識が得意な私

は一度地図を見ただけでさくさく観光できました。ベネチアは島全体

に漂う海と魚のにおいが何とも心地よかったです。人によっては生臭

く感じるかもしれないけれど、私は神戸の港町育ちなので、海のそば

が一番落ち着くんだということを再認識させられました。

――大学では国際政治やパブリック・ディプロマシー（広報文化外交）
　　を専攻していらしたとか。

外交と報道の関係に興味があったんです。ゼミの先生が旧ユーゴスラ

ビアの研究をされていたので、その流れでセルビア、クロアチアへゼ

ミ旅行にも行きました。

――旧ユーゴスラビアの国 っ々て、実際に訪れてみてどうでしたか？

もないし、性格もわかっているから楽で（笑）。

――旅に行くと、同行者のいろんな面が見えてきますよね。

うーん、友人と行っても妹と行っても、嫌なところは見えないです。絶対

ないです。旅に行く時は「相手のことを全肯定する」というルールを徹

底しています。私もそうだし、相手もそう。だって、そのほうが楽しい

じゃないですか。

――日本に帰ってくるとほっとしますか？

あーあ、帰ってきちゃったな…と思います。旅の疲労に加えて「帰って

きてしまった…日常が始まる、ウエ～」みたいな。街中のいろんな情報

が入ってきて、「あー、うるさいっ！」ってなりますね（苦笑）。

海外にいると当事者じゃなくなるというか、旅って、本を読むのに近い

と思うんですよ。私は登場人物ではない。その国の世界を構成してい

ない、圧倒的な他者。映画や舞台をずっと見ている感じがして、とても

自由に感じます。

――海外に行くことを「引きこもりに行く」とおっしゃられていましたね。

海外に行くことって、関係性を切ることだと思うんです。限りなく一人に

近い、何者でもない自分と孤独を味わいにいく感じ。良くも悪くも一期

一会、ありのままで居られるというか、きれいに着飾る必要もないし、

格好つける必要もないですし、わからないこととか知りたいことって

まっすぐに聞いてもだいたいの人は教えてくれるし答えてくれる。こう

いう仕事をしているからこそ、ゼロになれる、何者でもない自分になれ

るっていうのは私にとって大きくて。日本だと、つながりすぎますね。周

りの目を気にしなきゃいけないから、大好きなブランコも夜しか乗れ

ません（笑）。

――日本でなくても生きられると思えるのは、とても貴重なことですね。

「ここじゃない、どこか」を知ると、その先つらくなったときにちゃんと逃

げ出せます。そして、逃げる選択肢があるという事実は、この場所で踏

みとどまって頑張り続ける支えになると思うんです。

――逃げる場所があるから、踏みとどまれる。

私、普段から、常備薬やクレジットカード、ある程度の現金、保険証や

資料のデータが入っているUSBメモリなどを常に持ち歩いています。

そして、いよいよ追い込まれてきたら、パスポートも持ち歩く（笑）。

私の切り札ですね。どうしても耐えられなくなったら、いつだって、どこ

にだって行けると。持っているだけで絶大な安心感を与えてくれます。

――2019年に5年勤めたTBSを退職され、フリーアナウンサーとして新
しい世界に羽ばたかれました。「在京キー局のアナウンサー」という
居場所を、ずいぶん潔く手放されたなという印象でした。

――おいしいものを語る時の熱量がすごいです（笑）。

その国の緯度、温度、湿度で味わうからこそおいしいもの、美しく感じ

られる風景って絶対にあります。どんなにVRの技術が進化しても、これ

は変わらないと思う。香りの伝わり方一つとっても、国によって全然違

いますし。

――空港に降り立った瞬間に、その国の香りを感じることってあります
よね。

トルコに着いた瞬間は「なんだこりゃ！」とひっくり返りそうになるほど

のすごいスパイスのにおい。スペインはオレンジの香りがふわーっと

漂っていたなあ。フィンランドのヘルシンキは、空気自体が凍っていま

した。雪が音を吸って、静謐（せいひつ）な感じで。キーンって音が聞こ

えてくるような、独特の雪のにおい。大好きです！

――日本は何のにおいですか？

ダシと醤油です。落ち着くんですよね「ああ～っ」て（笑）。

――旅をより楽しいものにするコツをお聞かせください。

まず、旅に出かける前に地図や交通経路を頭に叩き込みます。地図は

見るより覚える方が早いし便利。旅先で地図を広げるのって、「不慣れ

な旅行者でーす。」と言っているようなものですから。

――宿泊先を選ぶ基準は何かありますか？

利便性を大事にしています。アクセスがいいところで、危なくないところ。

私はツアーでは行かないから、自分の身は自分で守らないといけない。

一緒に行く仲間も女友達がほとんどですから、安全な場所が第一です。

――危機管理が徹底されていますね。

何か嫌なことがあって、その国のイメージが悪くなるのを避けている

んです。せっかく行くなら好きなままでいたいから、絶対に嫌な目に合

わないようにすごくガードします。

――常に戸籍謄本も持ち歩いているとか。

一人旅が多いからこそ、何かあったときに他人に迷惑をかけないため

の準備は徹底的にして行きます。

出発前は自分の部屋の掃除もしっかりします。水回りをピカピカに磨

き上げて、棚の中まで整理整頓して行きますよ。だって、もし旅の間に

死んじゃったら、後片付けにきてくれる親がかわいそうでしょう。きれ

いな部屋に帰ってくるのは気持ちがいいし、疲れた体にもやさしいで

すしね。

―― お友達と行かれることもあるんですか？

もちろん！ 高校時代の神戸の友人、大学時代の京都の友人、あとは妹

が多いかな。旅が近づいてくるとグループLINEで「休みを勝ち取ろう！」

とか、お互いに励まし合います（笑）。妹は留学をしていたから英語も

堪能。何度も助けてもらっています。今さら互いをジャッジする間柄で

古い教会やお城を見るのが趣味なので、どうしてもヨーロッパが多く

なりますね。教会や寺院って、その国の思想や宗教観、技術や文化が

ギュッと詰まっている。国によってまったく違うのが面白いです。

――特にどの国の教会が印象に残っていますか？

建築の幅の広さでいうとフィンランドですかね。北欧建築って変わっ

たものが多くて、岩の中に造られたような教会や、曲げわっぱみたい

に造られた教会もありました。

セルビアの教会も質素だけどキレイでしたね。ロシアっぽいけれど

ちょっと違う、セルビア正教独特の雰囲気を感じられました。

――旅の行き先はどうやって決めているのですか？

まずお休みが先に決まるので、その季節に楽しいところはどこかな…

という感じで探します。一人で行くんだったらなるべくフライトが短い

ほうがいいので、フィンランドとか。パリだと12時間だけど、フィンラン

ドなら9時間ですよ。近い！

――ん…!? ちょっと基準がおかしくなってる感じですが（笑）。

いや、9時間は近いですよ！（笑）。旅って、体力の問題も絶対にあると思

うんです。今は29歳ですが、すでに学生時代のようにハードには回れ

ません。だからなるべく若いうちに、遠いヨーロッパに行っておきたい

んです。

――若い今だからこそ遠くに、というわけですね。

たとえば平均寿命の87歳まで生きるとして、29歳の私が見たことは、

あと58年間も懐かしく思い出して楽しめます。けれどその翌年だと57

年間、10年後だと47年間しか楽しめません。なんてもったいない話で

しょう！

――思い出をかみしめられる時間がどんどん短くなってしまう、と。

だから生きている中で一番若い、今、この時に、できるだけ遠いところ

に無茶してでも行きたいんです。大学時代から、バイトをして資金がた

まればすぐさま飛行機に飛び乗って旅に出ていました。親にやんやや

んや言われながらでも、あちこち行っておいて本当によかった。いや、

本当はもっと行っておけばよかった…。

――今までのヨーロッパ旅行で、何度も思い出して楽しんでいるのはど
んな旅ですか？

12月に行ったドイツのクリスマスマーケットは最高に美しかったです

ね。湿度が低いからか、イルミネーションのキラキラがものすごく美し

く映えるんです。どこまでも光が届く感じで。店先のクリスマスグッズは

いちいち精巧でかわいい、そこら中でホットワインが売っている。何気

なく立ち寄るお店のソーセージやウインナーが、どれもこれもめちゃく

ちゃおいしくて。フランスのクロワッサンは、別格。なんなんでしょうあ

のおいしさは。スペインでは水よりもサングリアが安いので、水代わり

に飲みつつ、プラプラ歩くと500mおきくらいにジェラート屋さんがあ

る。そうしたら入るしかないじゃないですか。で、入ります。はい、食べま

す。「おいしいー！」。この繰り返しですね（笑）。

1991年4月16日生まれ、兵庫県出身。O型。同志社大学卒業後の2014年4月、TBSに入

社後、数々の人気番組を担当。19年3月、TBSを退社。現在はオスカープロモーション

に所属し、テレビやラジオ、CM出演のほか、執筆活動も積極的に行い、週刊プレイ

ボーイ（集英社）『宇垣美里の人生はロックだ!!』、VIVI（講談社）『宇垣美里の私から見

えている景色』など連載多数。
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クロアチアにはドブロブニクという「魔女の宅急便」の舞台にもなった

美しい街が南部にあるんですけど、私たちが行ったのは首都のザグレ

ブ。12月の吹雪の中でした。旧社会主義国家らしい質素なトーンで、優

しい方が多い、面白い場所でしたね。クロアチアからは陸路でセルビ

アに入ったんですけど、ベオグラードまでの移動の途中でユーゴスラ

ビア紛争の銃撃の跡が残った建物をいくつも見ました。

――ユーゴスラビア紛争は1990年代から2000年代初頭、ざっと20～
30年ほど前のことですね。宇垣さんが旅をされた2010年頃も、ま
だそんな状況だったのですね。

穴だらけの建物があちらこちらにそのまま残っていました。建物を壊

して更地にするほどのゆとりも、当時はなかったのかもしれません。短

い移動でしたが「ここで、これだけの戦いがあったんだ…」と。生 し々い

傷跡でした。

――セルビアはどんな国でしたか？

民族紛争がまだ続いていたからか、旧ユーゴスラビアの指導者のチ

トー氏のカレンダーを売っていたり、「コソボはセルビアの領土だ！」と

いう政治的なメッセージが書かれたキーホルダーが売られていたり。

旧ユーゴスラビアの名残が強いなという印象で。

――貴重な経験をしましたね。

「現地に行かないとわからないことってたくさんあるんだ」ということ

を、初めて感じた旅だったかもしれません。街中の至るところで若い人

がブラブラしていて、もしかしたら仕事がないのかな、とか。あとは、食

糧自給率がものすごく高いので食べ物が異常に安いとか（笑）。

――現地の方ともふれあったりしましたか？

セルビアで会った方々のほとんどは「日本人を初めてみた」という感じ

でした。でも、どうやら私、セルビアの方にマッチする顔だったようで、

どこに行っても老若男女問わず「こっちにおいで！」「これあげる！」と。あ

んなにモテたの、後にも先にもないくらい（笑）。

――モテ期がセルビアで！

こんなにかわいがられるんだったら「私セルビアで生きていけるわ」と

思いました（笑）。そういう場所が一つ出来たことで、日本でくじけても

「ここが最後じゃないしな」と思えるようになりましたね。

――宇垣さんの強さの源がそこに。

仕事も含め「この場所でやり遂げなきゃいけないものなんて何一つな

い」という気持ちが持てるところは、私の強みでもあると思います。

――大学の卒業旅行はウィーン、プラハ、ブダペストだったそうですね。
ヨーロッパがお好きなんですか？

うーん、最初はそれこそ服もメイクもプライベートも、アナウンサーら

しくしなければと四苦八苦していた時期もありましたけどもね。報道を

やりたかったけれど、私のビジュアルでは説得力がない、報道向きじゃ

ないという現実もあって。

バラエティの現場では「あの時の正解は何だったんでしょうか？」と周

囲に聞いてばかりで、常に正解を求めていた時期もありました。でも、

TBSの先輩たちって、本当に自由な方が多いんです。特に私の上司は

「いいんだよ、宇垣がやりたいようにやれば」と、背中を押してくれるよ

うな方で。TBSにはラジオもありましたので、比較的自由に自分の言葉

で語ることができる環境もありました。苦しさよりも楽しさのほうがう

んと多かった。

――それでも、外界へ飛び出した。

大好きな会社だったけど、辞めたからって人生真っ暗だとは思わな

い。今はフリーのお仕事をしていますが、それが向いていなかったら

別の仕事をすればいい。たとえば、海外に住んで働くってどんな感じな

んだろうとか、違う人生を考えない日はないです。

――宇垣さんの自己肯定感の強さは、どんな環境で育まれていったの
でしょう？

私の人格をつくったのは、まぎれもなく高校時代ですね。神戸の公立

高校ですが、すごく自由で個性豊かな学校でした。服装もジャージ、ユ

ニフォーム、ゴスロリ、なんでもあり。オタクだろうが、ギャルだろうが、

ガリ勉だろうが、関係ないという文化。

――互いを尊重し合える学校だったのですね。

今でこそ職業として外見は大切ですが、高校時代に顔のことをかわい

いだの、かわいくないだのと言われたことはありませんでした。その分

妹が、「お姉ちゃんは世界で一番かわいい！」と私のことを全肯定してく

れました。そういう友達と妹がいてくれたから、他には何もいらない。

――たくさんの人に好かれようとしなくてよかったのですね。

全ての人に愛されることは無理ですしね。親もそういうタイプで、気が

合わない先生がいたとしても「そんなんやったら別に近寄らんでええ

から静かにしとき」と。

――他者を攻撃せずに、ストレス源から自分を切り離す、と。

結局、それほど優しくないんです、私。ストレス源にわざわざ「あなたの

やっていることはおかしいです」と教えてあげるほど、優しくない（笑）。

常に楽しい気持ちでいたいので、しんどいとか理不尽と思うこと、合わ

ないものを正すことはしません。

――集約せず、ただ増やしたい。

もうこれは「癖（へき）」ですね。とにかく増やすことが好きなんです。

知っていること、見たことがあるもの、食べたことがあるものが増えて

いくのが好き。その副産物として文章を書いたり、表現の仕事ができ

れば幸せだなと。

――直近では、コスメの引き出しもバーンと開けてしまいました。

コスメへの愛も根本は同じですね。メイクをしていろんな自分になる

のが好きなんです。何か一つの場所、一つのものに固定されてしまう

のが、本当に苦手で。

――見たことがないものを見たい、知りたい、経験したいと。

それを突き詰めていくと、結局は「旅」になるんですよね。未知のもの

に出会う、何者でもない自分でいる。旅はそれが全部手軽にできます

から。新しいことを知れば知るほど、それだけ世界は広がるので、もっ

と自由になれる。

――はやく自由に旅ができるようになるといいですね。

行きたい場所ばかりどんどん増えて困っています（笑）。ポルトガル、

ポーランド、ベルリン…。ロシアのウラジオストクにある、わけのわから

ない（笑）水族館にも行きたい。もっともっと、知らないことに出会いた

いです。

生まれた時からせっかちで、生き急ぎがちな性格で。今もよくまわりか

ら「何を焦っているの？」と聞かれます。でも、私からしてみれば、なぜ人

は明日が絶対に来ると確信を持てるのかがわからないんです。こんな

脆弱な生き物、いつ死ぬかわからないんだから、できる時にできること

をやらないと。まあ、当時はそこまで考えてはいなかっただろうけれど、

私は出られると思った瞬間に外界へ飛び出すことを選んでいます。

――アナウンサー以外にも、やりたいことが見えたという感じ？

自由で、大らかで、大好きな会社でしたけど、世の中にはこんなにもた

くさん仕事があるし、生きる場所はたくさんある。いろんな生き方がで

きる人生がいいなって。

――局アナ時代は、求められる像に自分をはめなければいけない苦し
さもあったんでしょうか？

早く海外に出れば
その分だけ長く思い出を楽しめる。

その国を好きでいるために
準備は完璧にする。仲間は全肯定する。

旅先では、漂流者。
自分の異物感を心地よく思う。

正解を探し続けていた
アナウンサー駆け出し時代。

いつだって逃げ出せる。
そう思えば、強くいられる。
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――なるほど。宇垣さんは“闇キャラ”などネガティブな人のイメージが
ありましたけど、実際はポジティブな人ですね。

ポジティブです。そして、人生に対していい意味で諦観があるんだと

思います。以前「人には人の地獄がある」という発言をして闇キャラ

といわれたんですが、いや、それは真理だから…みたいな。みんな

それぞれに大変なことがある、だからみんな頑張ろうね、という気

持ちなんですよ。

――宇垣さんの言葉はキラリと光るものばかりで、文章もとても素敵
です。

ありがとうございます。小説、マンガ、アニメ…。とにかく日々何らかの

物語を摂取し続けているからですかね。中学生の頃、図書室の本を全

部読む！と決めて、いわゆる名作の文学なんかはその頃にほぼ読みま

した。今は海外の文学を読んでいて、アメリカ、韓国、台湾…。チベット

の小説も面白かったですね。

――アナウンサー、モデル、コラムニストと引き出しがものすごく多いで
すが、宇垣さんはズバリ何を目指しているのですか？

引き出しを増やして何者かになろうとしているんじゃなくて、ただただ

単純に引き出しを増やしたいんです。それが好きなんです。海外旅行

もそうですし、本を読むことも、何かを見に行くことも、すべてそう。

――ラジオやTV、モデルのお仕事のほかにも、コラムの連載をいくつも
抱えている宇垣さん。その中で、かなり頻繁に旅の話題が出てきま
す。相当な旅好きとお見受けしましたが、初めての海外旅行は、い
つ、どちらに行かれたのですか？

大学2年生の時、叔母が仕事でフランスに行く際に「こない？」と誘って

もらったのが初めての海外です。先に叔母が渡仏して、後から私が一

人で行くという形でした。 

――現地ではどんな風にして過ごしたのですか？

叔母は仕事ですから、日中はほぼ単独行動。一人であちこち観光し

まくりました。ルーヴル美術館、オランジュリー美術館、ノートルダ

ム寺院…。ツアーに申し込んで、ジヴェルニーのモネの終の住処で睡

蓮の庭も見ました。

――初海外からなかなかのハードスケジュールですね。盛りだくさん！

大学生で若かったこともあって、休みをほとんど取らずに歩き続けまし

た。そうしたら、ホテルに帰って鼻血が止まらなくなって（笑）。

あまりにも休憩を取らなかったせいで、倒れかかった日もありました。

「あれ、なんかクラクラする。何か、何か飲み物を飲まなければ…」と、

フラフラしながらルーヴル美術館の1階のカフェに入って、レモンス

カッシュを飲んだりして（笑）。

――フランスにはその後も何度か行かれたのですか？

叔母の仕事先はパリとミラノが多かったので、フランスやイタリアへ

は便乗してよく行きました。イタリアはミラノ以外にも、妹とフィレン

ツェやベネチアに行ったり。

――フィレンツェ！ いいですね。

フィレンツェは歩いて回れるほどコンパクトで、空間認識が得意な私

は一度地図を見ただけでさくさく観光できました。ベネチアは島全体

に漂う海と魚のにおいが何とも心地よかったです。人によっては生臭

く感じるかもしれないけれど、私は神戸の港町育ちなので、海のそば

が一番落ち着くんだということを再認識させられました。

――大学では国際政治やパブリック・ディプロマシー（広報文化外交）
　　を専攻していらしたとか。

外交と報道の関係に興味があったんです。ゼミの先生が旧ユーゴスラ

ビアの研究をされていたので、その流れでセルビア、クロアチアへゼ

ミ旅行にも行きました。

――旧ユーゴスラビアの国 っ々て、実際に訪れてみてどうでしたか？

もないし、性格もわかっているから楽で（笑）。

――旅に行くと、同行者のいろんな面が見えてきますよね。

うーん、友人と行っても妹と行っても、嫌なところは見えないです。絶対

ないです。旅に行く時は「相手のことを全肯定する」というルールを徹

底しています。私もそうだし、相手もそう。だって、そのほうが楽しい

じゃないですか。

――日本に帰ってくるとほっとしますか？

あーあ、帰ってきちゃったな…と思います。旅の疲労に加えて「帰って

きてしまった…日常が始まる、ウエ～」みたいな。街中のいろんな情報

が入ってきて、「あー、うるさいっ！」ってなりますね（苦笑）。

海外にいると当事者じゃなくなるというか、旅って、本を読むのに近い

と思うんですよ。私は登場人物ではない。その国の世界を構成してい

ない、圧倒的な他者。映画や舞台をずっと見ている感じがして、とても

自由に感じます。

――海外に行くことを「引きこもりに行く」とおっしゃられていましたね。

海外に行くことって、関係性を切ることだと思うんです。限りなく一人に

近い、何者でもない自分と孤独を味わいにいく感じ。良くも悪くも一期

一会、ありのままで居られるというか、きれいに着飾る必要もないし、

格好つける必要もないですし、わからないこととか知りたいことって

まっすぐに聞いてもだいたいの人は教えてくれるし答えてくれる。こう

いう仕事をしているからこそ、ゼロになれる、何者でもない自分になれ

るっていうのは私にとって大きくて。日本だと、つながりすぎますね。周

りの目を気にしなきゃいけないから、大好きなブランコも夜しか乗れ

ません（笑）。

――日本でなくても生きられると思えるのは、とても貴重なことですね。

「ここじゃない、どこか」を知ると、その先つらくなったときにちゃんと逃

げ出せます。そして、逃げる選択肢があるという事実は、この場所で踏

みとどまって頑張り続ける支えになると思うんです。

――逃げる場所があるから、踏みとどまれる。

私、普段から、常備薬やクレジットカード、ある程度の現金、保険証や

資料のデータが入っているUSBメモリなどを常に持ち歩いています。

そして、いよいよ追い込まれてきたら、パスポートも持ち歩く（笑）。

私の切り札ですね。どうしても耐えられなくなったら、いつだって、どこ

にだって行けると。持っているだけで絶大な安心感を与えてくれます。

――2019年に5年勤めたTBSを退職され、フリーアナウンサーとして新
しい世界に羽ばたかれました。「在京キー局のアナウンサー」という
居場所を、ずいぶん潔く手放されたなという印象でした。

――おいしいものを語る時の熱量がすごいです（笑）。

その国の緯度、温度、湿度で味わうからこそおいしいもの、美しく感じ

られる風景って絶対にあります。どんなにVRの技術が進化しても、これ

は変わらないと思う。香りの伝わり方一つとっても、国によって全然違

いますし。

――空港に降り立った瞬間に、その国の香りを感じることってあります
よね。

トルコに着いた瞬間は「なんだこりゃ！」とひっくり返りそうになるほど

のすごいスパイスのにおい。スペインはオレンジの香りがふわーっと

漂っていたなあ。フィンランドのヘルシンキは、空気自体が凍っていま

した。雪が音を吸って、静謐（せいひつ）な感じで。キーンって音が聞こ

えてくるような、独特の雪のにおい。大好きです！

――日本は何のにおいですか？

ダシと醤油です。落ち着くんですよね「ああ～っ」て（笑）。

――旅をより楽しいものにするコツをお聞かせください。

まず、旅に出かける前に地図や交通経路を頭に叩き込みます。地図は

見るより覚える方が早いし便利。旅先で地図を広げるのって、「不慣れ

な旅行者でーす。」と言っているようなものですから。

――宿泊先を選ぶ基準は何かありますか？

利便性を大事にしています。アクセスがいいところで、危なくないところ。

私はツアーでは行かないから、自分の身は自分で守らないといけない。

一緒に行く仲間も女友達がほとんどですから、安全な場所が第一です。

――危機管理が徹底されていますね。

何か嫌なことがあって、その国のイメージが悪くなるのを避けている

んです。せっかく行くなら好きなままでいたいから、絶対に嫌な目に合

わないようにすごくガードします。

――常に戸籍謄本も持ち歩いているとか。

一人旅が多いからこそ、何かあったときに他人に迷惑をかけないため

の準備は徹底的にして行きます。

出発前は自分の部屋の掃除もしっかりします。水回りをピカピカに磨

き上げて、棚の中まで整理整頓して行きますよ。だって、もし旅の間に

死んじゃったら、後片付けにきてくれる親がかわいそうでしょう。きれ

いな部屋に帰ってくるのは気持ちがいいし、疲れた体にもやさしいで

すしね。

―― お友達と行かれることもあるんですか？

もちろん！ 高校時代の神戸の友人、大学時代の京都の友人、あとは妹

が多いかな。旅が近づいてくるとグループLINEで「休みを勝ち取ろう！」

とか、お互いに励まし合います（笑）。妹は留学をしていたから英語も

堪能。何度も助けてもらっています。今さら互いをジャッジする間柄で

古い教会やお城を見るのが趣味なので、どうしてもヨーロッパが多く

なりますね。教会や寺院って、その国の思想や宗教観、技術や文化が

ギュッと詰まっている。国によってまったく違うのが面白いです。

――特にどの国の教会が印象に残っていますか？

建築の幅の広さでいうとフィンランドですかね。北欧建築って変わっ

たものが多くて、岩の中に造られたような教会や、曲げわっぱみたい

に造られた教会もありました。

セルビアの教会も質素だけどキレイでしたね。ロシアっぽいけれど

ちょっと違う、セルビア正教独特の雰囲気を感じられました。

――旅の行き先はどうやって決めているのですか？

まずお休みが先に決まるので、その季節に楽しいところはどこかな…

という感じで探します。一人で行くんだったらなるべくフライトが短い

ほうがいいので、フィンランドとか。パリだと12時間だけど、フィンラン

ドなら9時間ですよ。近い！

――ん…!? ちょっと基準がおかしくなってる感じですが（笑）。

いや、9時間は近いですよ！（笑）。旅って、体力の問題も絶対にあると思

うんです。今は29歳ですが、すでに学生時代のようにハードには回れ

ません。だからなるべく若いうちに、遠いヨーロッパに行っておきたい

んです。

――若い今だからこそ遠くに、というわけですね。

たとえば平均寿命の87歳まで生きるとして、29歳の私が見たことは、

あと58年間も懐かしく思い出して楽しめます。けれどその翌年だと57

年間、10年後だと47年間しか楽しめません。なんてもったいない話で

しょう！

――思い出をかみしめられる時間がどんどん短くなってしまう、と。

だから生きている中で一番若い、今、この時に、できるだけ遠いところ

に無茶してでも行きたいんです。大学時代から、バイトをして資金がた

まればすぐさま飛行機に飛び乗って旅に出ていました。親にやんやや

んや言われながらでも、あちこち行っておいて本当によかった。いや、

本当はもっと行っておけばよかった…。

――今までのヨーロッパ旅行で、何度も思い出して楽しんでいるのはど
んな旅ですか？

12月に行ったドイツのクリスマスマーケットは最高に美しかったです

ね。湿度が低いからか、イルミネーションのキラキラがものすごく美し

く映えるんです。どこまでも光が届く感じで。店先のクリスマスグッズは

いちいち精巧でかわいい、そこら中でホットワインが売っている。何気

なく立ち寄るお店のソーセージやウインナーが、どれもこれもめちゃく

ちゃおいしくて。フランスのクロワッサンは、別格。なんなんでしょうあ

のおいしさは。スペインでは水よりもサングリアが安いので、水代わり

に飲みつつ、プラプラ歩くと500mおきくらいにジェラート屋さんがあ

る。そうしたら入るしかないじゃないですか。で、入ります。はい、食べま

す。「おいしいー！」。この繰り返しですね（笑）。

1991年4月16日生まれ、兵庫県出身。O型。同志社大学卒業後の2014年4月、TBSに入

社後、数々の人気番組を担当。19年3月、TBSを退社。現在はオスカープロモーション

に所属し、テレビやラジオ、CM出演のほか、執筆活動も積極的に行い、週刊プレイ

ボーイ（集英社）『宇垣美里の人生はロックだ!!』、VIVI（講談社）『宇垣美里の私から見

えている景色』など連載多数。
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クロアチアにはドブロブニクという「魔女の宅急便」の舞台にもなった

美しい街が南部にあるんですけど、私たちが行ったのは首都のザグレ

ブ。12月の吹雪の中でした。旧社会主義国家らしい質素なトーンで、優

しい方が多い、面白い場所でしたね。クロアチアからは陸路でセルビ

アに入ったんですけど、ベオグラードまでの移動の途中でユーゴスラ

ビア紛争の銃撃の跡が残った建物をいくつも見ました。

――ユーゴスラビア紛争は1990年代から2000年代初頭、ざっと20～
30年ほど前のことですね。宇垣さんが旅をされた2010年頃も、ま
だそんな状況だったのですね。

穴だらけの建物があちらこちらにそのまま残っていました。建物を壊

して更地にするほどのゆとりも、当時はなかったのかもしれません。短

い移動でしたが「ここで、これだけの戦いがあったんだ…」と。生 し々い

傷跡でした。

――セルビアはどんな国でしたか？

民族紛争がまだ続いていたからか、旧ユーゴスラビアの指導者のチ

トー氏のカレンダーを売っていたり、「コソボはセルビアの領土だ！」と

いう政治的なメッセージが書かれたキーホルダーが売られていたり。

旧ユーゴスラビアの名残が強いなという印象で。

――貴重な経験をしましたね。

「現地に行かないとわからないことってたくさんあるんだ」ということ

を、初めて感じた旅だったかもしれません。街中の至るところで若い人

がブラブラしていて、もしかしたら仕事がないのかな、とか。あとは、食

糧自給率がものすごく高いので食べ物が異常に安いとか（笑）。

――現地の方ともふれあったりしましたか？

セルビアで会った方々のほとんどは「日本人を初めてみた」という感じ

でした。でも、どうやら私、セルビアの方にマッチする顔だったようで、

どこに行っても老若男女問わず「こっちにおいで！」「これあげる！」と。あ

んなにモテたの、後にも先にもないくらい（笑）。

――モテ期がセルビアで！

こんなにかわいがられるんだったら「私セルビアで生きていけるわ」と

思いました（笑）。そういう場所が一つ出来たことで、日本でくじけても

「ここが最後じゃないしな」と思えるようになりましたね。

――宇垣さんの強さの源がそこに。

仕事も含め「この場所でやり遂げなきゃいけないものなんて何一つな

い」という気持ちが持てるところは、私の強みでもあると思います。

――大学の卒業旅行はウィーン、プラハ、ブダペストだったそうですね。
ヨーロッパがお好きなんですか？

うーん、最初はそれこそ服もメイクもプライベートも、アナウンサーら

しくしなければと四苦八苦していた時期もありましたけどもね。報道を

やりたかったけれど、私のビジュアルでは説得力がない、報道向きじゃ

ないという現実もあって。

バラエティの現場では「あの時の正解は何だったんでしょうか？」と周

囲に聞いてばかりで、常に正解を求めていた時期もありました。でも、

TBSの先輩たちって、本当に自由な方が多いんです。特に私の上司は

「いいんだよ、宇垣がやりたいようにやれば」と、背中を押してくれるよ

うな方で。TBSにはラジオもありましたので、比較的自由に自分の言葉

で語ることができる環境もありました。苦しさよりも楽しさのほうがう

んと多かった。

――それでも、外界へ飛び出した。

大好きな会社だったけど、辞めたからって人生真っ暗だとは思わな

い。今はフリーのお仕事をしていますが、それが向いていなかったら

別の仕事をすればいい。たとえば、海外に住んで働くってどんな感じな

んだろうとか、違う人生を考えない日はないです。

――宇垣さんの自己肯定感の強さは、どんな環境で育まれていったの
でしょう？

私の人格をつくったのは、まぎれもなく高校時代ですね。神戸の公立

高校ですが、すごく自由で個性豊かな学校でした。服装もジャージ、ユ

ニフォーム、ゴスロリ、なんでもあり。オタクだろうが、ギャルだろうが、

ガリ勉だろうが、関係ないという文化。

――互いを尊重し合える学校だったのですね。

今でこそ職業として外見は大切ですが、高校時代に顔のことをかわい

いだの、かわいくないだのと言われたことはありませんでした。その分

妹が、「お姉ちゃんは世界で一番かわいい！」と私のことを全肯定してく

れました。そういう友達と妹がいてくれたから、他には何もいらない。

――たくさんの人に好かれようとしなくてよかったのですね。

全ての人に愛されることは無理ですしね。親もそういうタイプで、気が

合わない先生がいたとしても「そんなんやったら別に近寄らんでええ

から静かにしとき」と。

――他者を攻撃せずに、ストレス源から自分を切り離す、と。

結局、それほど優しくないんです、私。ストレス源にわざわざ「あなたの

やっていることはおかしいです」と教えてあげるほど、優しくない（笑）。

常に楽しい気持ちでいたいので、しんどいとか理不尽と思うこと、合わ

ないものを正すことはしません。

――集約せず、ただ増やしたい。

もうこれは「癖（へき）」ですね。とにかく増やすことが好きなんです。

知っていること、見たことがあるもの、食べたことがあるものが増えて

いくのが好き。その副産物として文章を書いたり、表現の仕事ができ

れば幸せだなと。

――直近では、コスメの引き出しもバーンと開けてしまいました。

コスメへの愛も根本は同じですね。メイクをしていろんな自分になる

のが好きなんです。何か一つの場所、一つのものに固定されてしまう

のが、本当に苦手で。

――見たことがないものを見たい、知りたい、経験したいと。

それを突き詰めていくと、結局は「旅」になるんですよね。未知のもの

に出会う、何者でもない自分でいる。旅はそれが全部手軽にできます

から。新しいことを知れば知るほど、それだけ世界は広がるので、もっ

と自由になれる。

――はやく自由に旅ができるようになるといいですね。

行きたい場所ばかりどんどん増えて困っています（笑）。ポルトガル、

ポーランド、ベルリン…。ロシアのウラジオストクにある、わけのわから

ない（笑）水族館にも行きたい。もっともっと、知らないことに出会いた

いです。

生まれた時からせっかちで、生き急ぎがちな性格で。今もよくまわりか

ら「何を焦っているの？」と聞かれます。でも、私からしてみれば、なぜ人

は明日が絶対に来ると確信を持てるのかがわからないんです。こんな

脆弱な生き物、いつ死ぬかわからないんだから、できる時にできること

をやらないと。まあ、当時はそこまで考えてはいなかっただろうけれど、

私は出られると思った瞬間に外界へ飛び出すことを選んでいます。

――アナウンサー以外にも、やりたいことが見えたという感じ？

自由で、大らかで、大好きな会社でしたけど、世の中にはこんなにもた

くさん仕事があるし、生きる場所はたくさんある。いろんな生き方がで

きる人生がいいなって。

――局アナ時代は、求められる像に自分をはめなければいけない苦し
さもあったんでしょうか？

早く海外に出れば
その分だけ長く思い出を楽しめる。

その国を好きでいるために
準備は完璧にする。仲間は全肯定する。

旅先では、漂流者。
自分の異物感を心地よく思う。

正解を探し続けていた
アナウンサー駆け出し時代。

いつだって逃げ出せる。
そう思えば、強くいられる。
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――なるほど。宇垣さんは“闇キャラ”などネガティブな人のイメージが
ありましたけど、実際はポジティブな人ですね。

ポジティブです。そして、人生に対していい意味で諦観があるんだと

思います。以前「人には人の地獄がある」という発言をして闇キャラ

といわれたんですが、いや、それは真理だから…みたいな。みんな

それぞれに大変なことがある、だからみんな頑張ろうね、という気

持ちなんですよ。

――宇垣さんの言葉はキラリと光るものばかりで、文章もとても素敵
です。

ありがとうございます。小説、マンガ、アニメ…。とにかく日々何らかの

物語を摂取し続けているからですかね。中学生の頃、図書室の本を全

部読む！と決めて、いわゆる名作の文学なんかはその頃にほぼ読みま

した。今は海外の文学を読んでいて、アメリカ、韓国、台湾…。チベット

の小説も面白かったですね。

――アナウンサー、モデル、コラムニストと引き出しがものすごく多いで
すが、宇垣さんはズバリ何を目指しているのですか？

引き出しを増やして何者かになろうとしているんじゃなくて、ただただ

単純に引き出しを増やしたいんです。それが好きなんです。海外旅行

もそうですし、本を読むことも、何かを見に行くことも、すべてそう。

――ラジオやTV、モデルのお仕事のほかにも、コラムの連載をいくつも
抱えている宇垣さん。その中で、かなり頻繁に旅の話題が出てきま
す。相当な旅好きとお見受けしましたが、初めての海外旅行は、い
つ、どちらに行かれたのですか？

大学2年生の時、叔母が仕事でフランスに行く際に「こない？」と誘って

もらったのが初めての海外です。先に叔母が渡仏して、後から私が一

人で行くという形でした。 

――現地ではどんな風にして過ごしたのですか？

叔母は仕事ですから、日中はほぼ単独行動。一人であちこち観光し

まくりました。ルーヴル美術館、オランジュリー美術館、ノートルダ

ム寺院…。ツアーに申し込んで、ジヴェルニーのモネの終の住処で睡

蓮の庭も見ました。

――初海外からなかなかのハードスケジュールですね。盛りだくさん！

大学生で若かったこともあって、休みをほとんど取らずに歩き続けまし

た。そうしたら、ホテルに帰って鼻血が止まらなくなって（笑）。

あまりにも休憩を取らなかったせいで、倒れかかった日もありました。

「あれ、なんかクラクラする。何か、何か飲み物を飲まなければ…」と、

フラフラしながらルーヴル美術館の1階のカフェに入って、レモンス

カッシュを飲んだりして（笑）。

――フランスにはその後も何度か行かれたのですか？

叔母の仕事先はパリとミラノが多かったので、フランスやイタリアへ

は便乗してよく行きました。イタリアはミラノ以外にも、妹とフィレン

ツェやベネチアに行ったり。

――フィレンツェ！ いいですね。

フィレンツェは歩いて回れるほどコンパクトで、空間認識が得意な私

は一度地図を見ただけでさくさく観光できました。ベネチアは島全体

に漂う海と魚のにおいが何とも心地よかったです。人によっては生臭

く感じるかもしれないけれど、私は神戸の港町育ちなので、海のそば

が一番落ち着くんだということを再認識させられました。

――大学では国際政治やパブリック・ディプロマシー（広報文化外交）
　　を専攻していらしたとか。

外交と報道の関係に興味があったんです。ゼミの先生が旧ユーゴスラ

ビアの研究をされていたので、その流れでセルビア、クロアチアへゼ

ミ旅行にも行きました。

――旧ユーゴスラビアの国 っ々て、実際に訪れてみてどうでしたか？

もないし、性格もわかっているから楽で（笑）。

――旅に行くと、同行者のいろんな面が見えてきますよね。

うーん、友人と行っても妹と行っても、嫌なところは見えないです。絶対

ないです。旅に行く時は「相手のことを全肯定する」というルールを徹

底しています。私もそうだし、相手もそう。だって、そのほうが楽しい

じゃないですか。

――日本に帰ってくるとほっとしますか？

あーあ、帰ってきちゃったな…と思います。旅の疲労に加えて「帰って

きてしまった…日常が始まる、ウエ～」みたいな。街中のいろんな情報

が入ってきて、「あー、うるさいっ！」ってなりますね（苦笑）。

海外にいると当事者じゃなくなるというか、旅って、本を読むのに近い

と思うんですよ。私は登場人物ではない。その国の世界を構成してい

ない、圧倒的な他者。映画や舞台をずっと見ている感じがして、とても

自由に感じます。

――海外に行くことを「引きこもりに行く」とおっしゃられていましたね。

海外に行くことって、関係性を切ることだと思うんです。限りなく一人に

近い、何者でもない自分と孤独を味わいにいく感じ。良くも悪くも一期

一会、ありのままで居られるというか、きれいに着飾る必要もないし、

格好つける必要もないですし、わからないこととか知りたいことって

まっすぐに聞いてもだいたいの人は教えてくれるし答えてくれる。こう

いう仕事をしているからこそ、ゼロになれる、何者でもない自分になれ

るっていうのは私にとって大きくて。日本だと、つながりすぎますね。周

りの目を気にしなきゃいけないから、大好きなブランコも夜しか乗れ

ません（笑）。

――日本でなくても生きられると思えるのは、とても貴重なことですね。

「ここじゃない、どこか」を知ると、その先つらくなったときにちゃんと逃

げ出せます。そして、逃げる選択肢があるという事実は、この場所で踏

みとどまって頑張り続ける支えになると思うんです。

――逃げる場所があるから、踏みとどまれる。

私、普段から、常備薬やクレジットカード、ある程度の現金、保険証や

資料のデータが入っているUSBメモリなどを常に持ち歩いています。

そして、いよいよ追い込まれてきたら、パスポートも持ち歩く（笑）。

私の切り札ですね。どうしても耐えられなくなったら、いつだって、どこ

にだって行けると。持っているだけで絶大な安心感を与えてくれます。

――2019年に5年勤めたTBSを退職され、フリーアナウンサーとして新
しい世界に羽ばたかれました。「在京キー局のアナウンサー」という
居場所を、ずいぶん潔く手放されたなという印象でした。

――おいしいものを語る時の熱量がすごいです（笑）。

その国の緯度、温度、湿度で味わうからこそおいしいもの、美しく感じ

られる風景って絶対にあります。どんなにVRの技術が進化しても、これ

は変わらないと思う。香りの伝わり方一つとっても、国によって全然違

いますし。

――空港に降り立った瞬間に、その国の香りを感じることってあります
よね。

トルコに着いた瞬間は「なんだこりゃ！」とひっくり返りそうになるほど

のすごいスパイスのにおい。スペインはオレンジの香りがふわーっと

漂っていたなあ。フィンランドのヘルシンキは、空気自体が凍っていま

した。雪が音を吸って、静謐（せいひつ）な感じで。キーンって音が聞こ

えてくるような、独特の雪のにおい。大好きです！

――日本は何のにおいですか？

ダシと醤油です。落ち着くんですよね「ああ～っ」て（笑）。

――旅をより楽しいものにするコツをお聞かせください。

まず、旅に出かける前に地図や交通経路を頭に叩き込みます。地図は

見るより覚える方が早いし便利。旅先で地図を広げるのって、「不慣れ

な旅行者でーす。」と言っているようなものですから。

――宿泊先を選ぶ基準は何かありますか？

利便性を大事にしています。アクセスがいいところで、危なくないところ。

私はツアーでは行かないから、自分の身は自分で守らないといけない。

一緒に行く仲間も女友達がほとんどですから、安全な場所が第一です。

――危機管理が徹底されていますね。

何か嫌なことがあって、その国のイメージが悪くなるのを避けている

んです。せっかく行くなら好きなままでいたいから、絶対に嫌な目に合

わないようにすごくガードします。

――常に戸籍謄本も持ち歩いているとか。

一人旅が多いからこそ、何かあったときに他人に迷惑をかけないため

の準備は徹底的にして行きます。

出発前は自分の部屋の掃除もしっかりします。水回りをピカピカに磨

き上げて、棚の中まで整理整頓して行きますよ。だって、もし旅の間に

死んじゃったら、後片付けにきてくれる親がかわいそうでしょう。きれ

いな部屋に帰ってくるのは気持ちがいいし、疲れた体にもやさしいで

すしね。

―― お友達と行かれることもあるんですか？

もちろん！ 高校時代の神戸の友人、大学時代の京都の友人、あとは妹

が多いかな。旅が近づいてくるとグループLINEで「休みを勝ち取ろう！」

とか、お互いに励まし合います（笑）。妹は留学をしていたから英語も

堪能。何度も助けてもらっています。今さら互いをジャッジする間柄で

古い教会やお城を見るのが趣味なので、どうしてもヨーロッパが多く

なりますね。教会や寺院って、その国の思想や宗教観、技術や文化が

ギュッと詰まっている。国によってまったく違うのが面白いです。

――特にどの国の教会が印象に残っていますか？

建築の幅の広さでいうとフィンランドですかね。北欧建築って変わっ

たものが多くて、岩の中に造られたような教会や、曲げわっぱみたい

に造られた教会もありました。

セルビアの教会も質素だけどキレイでしたね。ロシアっぽいけれど

ちょっと違う、セルビア正教独特の雰囲気を感じられました。

――旅の行き先はどうやって決めているのですか？

まずお休みが先に決まるので、その季節に楽しいところはどこかな…

という感じで探します。一人で行くんだったらなるべくフライトが短い

ほうがいいので、フィンランドとか。パリだと12時間だけど、フィンラン

ドなら9時間ですよ。近い！

――ん…!? ちょっと基準がおかしくなってる感じですが（笑）。

いや、9時間は近いですよ！（笑）。旅って、体力の問題も絶対にあると思

うんです。今は29歳ですが、すでに学生時代のようにハードには回れ

ません。だからなるべく若いうちに、遠いヨーロッパに行っておきたい

んです。

――若い今だからこそ遠くに、というわけですね。

たとえば平均寿命の87歳まで生きるとして、29歳の私が見たことは、

あと58年間も懐かしく思い出して楽しめます。けれどその翌年だと57

年間、10年後だと47年間しか楽しめません。なんてもったいない話で

しょう！

――思い出をかみしめられる時間がどんどん短くなってしまう、と。

だから生きている中で一番若い、今、この時に、できるだけ遠いところ

に無茶してでも行きたいんです。大学時代から、バイトをして資金がた

まればすぐさま飛行機に飛び乗って旅に出ていました。親にやんやや

んや言われながらでも、あちこち行っておいて本当によかった。いや、

本当はもっと行っておけばよかった…。

――今までのヨーロッパ旅行で、何度も思い出して楽しんでいるのはど
んな旅ですか？

12月に行ったドイツのクリスマスマーケットは最高に美しかったです

ね。湿度が低いからか、イルミネーションのキラキラがものすごく美し

く映えるんです。どこまでも光が届く感じで。店先のクリスマスグッズは

いちいち精巧でかわいい、そこら中でホットワインが売っている。何気

なく立ち寄るお店のソーセージやウインナーが、どれもこれもめちゃく

ちゃおいしくて。フランスのクロワッサンは、別格。なんなんでしょうあ

のおいしさは。スペインでは水よりもサングリアが安いので、水代わり

に飲みつつ、プラプラ歩くと500mおきくらいにジェラート屋さんがあ

る。そうしたら入るしかないじゃないですか。で、入ります。はい、食べま

す。「おいしいー！」。この繰り返しですね（笑）。

クロアチアにはドブロブニクという「魔女の宅急便」の舞台にもなった

美しい街が南部にあるんですけど、私たちが行ったのは首都のザグレ

ブ。12月の吹雪の中でした。旧社会主義国家らしい質素なトーンで、優

しい方が多い、面白い場所でしたね。クロアチアからは陸路でセルビ

アに入ったんですけど、ベオグラードまでの移動の途中でユーゴスラ

ビア紛争の銃撃の跡が残った建物をいくつも見ました。

――ユーゴスラビア紛争は1990年代から2000年代初頭、ざっと20～
30年ほど前のことですね。宇垣さんが旅をされた2010年頃も、ま
だそんな状況だったのですね。

穴だらけの建物があちらこちらにそのまま残っていました。建物を壊

して更地にするほどのゆとりも、当時はなかったのかもしれません。短

い移動でしたが「ここで、これだけの戦いがあったんだ…」と。生 し々い

傷跡でした。

――セルビアはどんな国でしたか？

民族紛争がまだ続いていたからか、旧ユーゴスラビアの指導者のチ

トー氏のカレンダーを売っていたり、「コソボはセルビアの領土だ！」と

いう政治的なメッセージが書かれたキーホルダーが売られていたり。

旧ユーゴスラビアの名残が強いなという印象で。

――貴重な経験をしましたね。

「現地に行かないとわからないことってたくさんあるんだ」ということ

を、初めて感じた旅だったかもしれません。街中の至るところで若い人

がブラブラしていて、もしかしたら仕事がないのかな、とか。あとは、食

糧自給率がものすごく高いので食べ物が異常に安いとか（笑）。

――現地の方ともふれあったりしましたか？

セルビアで会った方々のほとんどは「日本人を初めてみた」という感じ

でした。でも、どうやら私、セルビアの方にマッチする顔だったようで、

どこに行っても老若男女問わず「こっちにおいで！」「これあげる！」と。あ

んなにモテたの、後にも先にもないくらい（笑）。

――モテ期がセルビアで！

こんなにかわいがられるんだったら「私セルビアで生きていけるわ」と

思いました（笑）。そういう場所が一つ出来たことで、日本でくじけても

「ここが最後じゃないしな」と思えるようになりましたね。

――宇垣さんの強さの源がそこに。

仕事も含め「この場所でやり遂げなきゃいけないものなんて何一つな

い」という気持ちが持てるところは、私の強みでもあると思います。

――大学の卒業旅行はウィーン、プラハ、ブダペストだったそうですね。
ヨーロッパがお好きなんですか？
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うーん、最初はそれこそ服もメイクもプライベートも、アナウンサーら

しくしなければと四苦八苦していた時期もありましたけどもね。報道を

やりたかったけれど、私のビジュアルでは説得力がない、報道向きじゃ

ないという現実もあって。

バラエティの現場では「あの時の正解は何だったんでしょうか？」と周

囲に聞いてばかりで、常に正解を求めていた時期もありました。でも、

TBSの先輩たちって、本当に自由な方が多いんです。特に私の上司は

「いいんだよ、宇垣がやりたいようにやれば」と、背中を押してくれるよ

うな方で。TBSにはラジオもありましたので、比較的自由に自分の言葉

で語ることができる環境もありました。苦しさよりも楽しさのほうがう

んと多かった。

――それでも、外界へ飛び出した。

大好きな会社だったけど、辞めたからって人生真っ暗だとは思わな

い。今はフリーのお仕事をしていますが、それが向いていなかったら

別の仕事をすればいい。たとえば、海外に住んで働くってどんな感じな

んだろうとか、違う人生を考えない日はないです。

――宇垣さんの自己肯定感の強さは、どんな環境で育まれていったの
でしょう？

私の人格をつくったのは、まぎれもなく高校時代ですね。神戸の公立

高校ですが、すごく自由で個性豊かな学校でした。服装もジャージ、ユ

ニフォーム、ゴスロリ、なんでもあり。オタクだろうが、ギャルだろうが、

ガリ勉だろうが、関係ないという文化。

――互いを尊重し合える学校だったのですね。

今でこそ職業として外見は大切ですが、高校時代に顔のことをかわい

いだの、かわいくないだのと言われたことはありませんでした。その分

妹が、「お姉ちゃんは世界で一番かわいい！」と私のことを全肯定してく

れました。そういう友達と妹がいてくれたから、他には何もいらない。

――たくさんの人に好かれようとしなくてよかったのですね。

全ての人に愛されることは無理ですしね。親もそういうタイプで、気が

合わない先生がいたとしても「そんなんやったら別に近寄らんでええ

から静かにしとき」と。

――他者を攻撃せずに、ストレス源から自分を切り離す、と。

結局、それほど優しくないんです、私。ストレス源にわざわざ「あなたの

やっていることはおかしいです」と教えてあげるほど、優しくない（笑）。

常に楽しい気持ちでいたいので、しんどいとか理不尽と思うこと、合わ

ないものを正すことはしません。

――集約せず、ただ増やしたい。

もうこれは「癖（へき）」ですね。とにかく増やすことが好きなんです。

知っていること、見たことがあるもの、食べたことがあるものが増えて

いくのが好き。その副産物として文章を書いたり、表現の仕事ができ

れば幸せだなと。

――直近では、コスメの引き出しもバーンと開けてしまいました。

コスメへの愛も根本は同じですね。メイクをしていろんな自分になる

のが好きなんです。何か一つの場所、一つのものに固定されてしまう

のが、本当に苦手で。

――見たことがないものを見たい、知りたい、経験したいと。

それを突き詰めていくと、結局は「旅」になるんですよね。未知のもの

に出会う、何者でもない自分でいる。旅はそれが全部手軽にできます

から。新しいことを知れば知るほど、それだけ世界は広がるので、もっ

と自由になれる。

――はやく自由に旅ができるようになるといいですね。

行きたい場所ばかりどんどん増えて困っています（笑）。ポルトガル、

ポーランド、ベルリン…。ロシアのウラジオストクにある、わけのわから

ない（笑）水族館にも行きたい。もっともっと、知らないことに出会いた

いです。

生まれた時からせっかちで、生き急ぎがちな性格で。今もよくまわりか

ら「何を焦っているの？」と聞かれます。でも、私からしてみれば、なぜ人

は明日が絶対に来ると確信を持てるのかがわからないんです。こんな

脆弱な生き物、いつ死ぬかわからないんだから、できる時にできること

をやらないと。まあ、当時はそこまで考えてはいなかっただろうけれど、

私は出られると思った瞬間に外界へ飛び出すことを選んでいます。

――アナウンサー以外にも、やりたいことが見えたという感じ？

自由で、大らかで、大好きな会社でしたけど、世の中にはこんなにもた

くさん仕事があるし、生きる場所はたくさんある。いろんな生き方がで

きる人生がいいなって。

――局アナ時代は、求められる像に自分をはめなければいけない苦し
さもあったんでしょうか？
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――なるほど。宇垣さんは“闇キャラ”などネガティブな人のイメージが
ありましたけど、実際はポジティブな人ですね。

ポジティブです。そして、人生に対していい意味で諦観があるんだと

思います。以前「人には人の地獄がある」という発言をして闇キャラ

といわれたんですが、いや、それは真理だから…みたいな。みんな

それぞれに大変なことがある、だからみんな頑張ろうね、という気

持ちなんですよ。

――宇垣さんの言葉はキラリと光るものばかりで、文章もとても素敵
です。

ありがとうございます。小説、マンガ、アニメ…。とにかく日々何らかの

物語を摂取し続けているからですかね。中学生の頃、図書室の本を全

部読む！と決めて、いわゆる名作の文学なんかはその頃にほぼ読みま

した。今は海外の文学を読んでいて、アメリカ、韓国、台湾…。チベット

の小説も面白かったですね。

――アナウンサー、モデル、コラムニストと引き出しがものすごく多いで
すが、宇垣さんはズバリ何を目指しているのですか？

引き出しを増やして何者かになろうとしているんじゃなくて、ただただ

単純に引き出しを増やしたいんです。それが好きなんです。海外旅行

もそうですし、本を読むことも、何かを見に行くことも、すべてそう。

――ラジオやTV、モデルのお仕事のほかにも、コラムの連載をいくつも
抱えている宇垣さん。その中で、かなり頻繁に旅の話題が出てきま
す。相当な旅好きとお見受けしましたが、初めての海外旅行は、い
つ、どちらに行かれたのですか？

大学2年生の時、叔母が仕事でフランスに行く際に「こない？」と誘って

もらったのが初めての海外です。先に叔母が渡仏して、後から私が一

人で行くという形でした。 

――現地ではどんな風にして過ごしたのですか？

叔母は仕事ですから、日中はほぼ単独行動。一人であちこち観光し

まくりました。ルーヴル美術館、オランジュリー美術館、ノートルダ

ム寺院…。ツアーに申し込んで、ジヴェルニーのモネの終の住処で睡

蓮の庭も見ました。

――初海外からなかなかのハードスケジュールですね。盛りだくさん！

大学生で若かったこともあって、休みをほとんど取らずに歩き続けまし

た。そうしたら、ホテルに帰って鼻血が止まらなくなって（笑）。

あまりにも休憩を取らなかったせいで、倒れかかった日もありました。

「あれ、なんかクラクラする。何か、何か飲み物を飲まなければ…」と、

フラフラしながらルーヴル美術館の1階のカフェに入って、レモンス

カッシュを飲んだりして（笑）。

――フランスにはその後も何度か行かれたのですか？

叔母の仕事先はパリとミラノが多かったので、フランスやイタリアへ

は便乗してよく行きました。イタリアはミラノ以外にも、妹とフィレン

ツェやベネチアに行ったり。

――フィレンツェ！ いいですね。

フィレンツェは歩いて回れるほどコンパクトで、空間認識が得意な私

は一度地図を見ただけでさくさく観光できました。ベネチアは島全体

に漂う海と魚のにおいが何とも心地よかったです。人によっては生臭

く感じるかもしれないけれど、私は神戸の港町育ちなので、海のそば

が一番落ち着くんだということを再認識させられました。

――大学では国際政治やパブリック・ディプロマシー（広報文化外交）
　　を専攻していらしたとか。

外交と報道の関係に興味があったんです。ゼミの先生が旧ユーゴスラ

ビアの研究をされていたので、その流れでセルビア、クロアチアへゼ

ミ旅行にも行きました。

――旧ユーゴスラビアの国 っ々て、実際に訪れてみてどうでしたか？

もないし、性格もわかっているから楽で（笑）。

――旅に行くと、同行者のいろんな面が見えてきますよね。

うーん、友人と行っても妹と行っても、嫌なところは見えないです。絶対

ないです。旅に行く時は「相手のことを全肯定する」というルールを徹

底しています。私もそうだし、相手もそう。だって、そのほうが楽しい

じゃないですか。

――日本に帰ってくるとほっとしますか？

あーあ、帰ってきちゃったな…と思います。旅の疲労に加えて「帰って

きてしまった…日常が始まる、ウエ～」みたいな。街中のいろんな情報

が入ってきて、「あー、うるさいっ！」ってなりますね（苦笑）。

海外にいると当事者じゃなくなるというか、旅って、本を読むのに近い

と思うんですよ。私は登場人物ではない。その国の世界を構成してい

ない、圧倒的な他者。映画や舞台をずっと見ている感じがして、とても

自由に感じます。

――海外に行くことを「引きこもりに行く」とおっしゃられていましたね。

海外に行くことって、関係性を切ることだと思うんです。限りなく一人に

近い、何者でもない自分と孤独を味わいにいく感じ。良くも悪くも一期

一会、ありのままで居られるというか、きれいに着飾る必要もないし、

格好つける必要もないですし、わからないこととか知りたいことって

まっすぐに聞いてもだいたいの人は教えてくれるし答えてくれる。こう

いう仕事をしているからこそ、ゼロになれる、何者でもない自分になれ

るっていうのは私にとって大きくて。日本だと、つながりすぎますね。周

りの目を気にしなきゃいけないから、大好きなブランコも夜しか乗れ

ません（笑）。

――日本でなくても生きられると思えるのは、とても貴重なことですね。

「ここじゃない、どこか」を知ると、その先つらくなったときにちゃんと逃

げ出せます。そして、逃げる選択肢があるという事実は、この場所で踏

みとどまって頑張り続ける支えになると思うんです。

――逃げる場所があるから、踏みとどまれる。

私、普段から、常備薬やクレジットカード、ある程度の現金、保険証や

資料のデータが入っているUSBメモリなどを常に持ち歩いています。

そして、いよいよ追い込まれてきたら、パスポートも持ち歩く（笑）。

私の切り札ですね。どうしても耐えられなくなったら、いつだって、どこ

にだって行けると。持っているだけで絶大な安心感を与えてくれます。

――2019年に5年勤めたTBSを退職され、フリーアナウンサーとして新
しい世界に羽ばたかれました。「在京キー局のアナウンサー」という
居場所を、ずいぶん潔く手放されたなという印象でした。

――おいしいものを語る時の熱量がすごいです（笑）。

その国の緯度、温度、湿度で味わうからこそおいしいもの、美しく感じ

られる風景って絶対にあります。どんなにVRの技術が進化しても、これ

は変わらないと思う。香りの伝わり方一つとっても、国によって全然違

いますし。

――空港に降り立った瞬間に、その国の香りを感じることってあります
よね。

トルコに着いた瞬間は「なんだこりゃ！」とひっくり返りそうになるほど

のすごいスパイスのにおい。スペインはオレンジの香りがふわーっと

漂っていたなあ。フィンランドのヘルシンキは、空気自体が凍っていま

した。雪が音を吸って、静謐（せいひつ）な感じで。キーンって音が聞こ

えてくるような、独特の雪のにおい。大好きです！

――日本は何のにおいですか？

ダシと醤油です。落ち着くんですよね「ああ～っ」て（笑）。

――旅をより楽しいものにするコツをお聞かせください。

まず、旅に出かける前に地図や交通経路を頭に叩き込みます。地図は

見るより覚える方が早いし便利。旅先で地図を広げるのって、「不慣れ

な旅行者でーす。」と言っているようなものですから。

――宿泊先を選ぶ基準は何かありますか？

利便性を大事にしています。アクセスがいいところで、危なくないところ。

私はツアーでは行かないから、自分の身は自分で守らないといけない。

一緒に行く仲間も女友達がほとんどですから、安全な場所が第一です。

――危機管理が徹底されていますね。

何か嫌なことがあって、その国のイメージが悪くなるのを避けている

んです。せっかく行くなら好きなままでいたいから、絶対に嫌な目に合

わないようにすごくガードします。

――常に戸籍謄本も持ち歩いているとか。

一人旅が多いからこそ、何かあったときに他人に迷惑をかけないため

の準備は徹底的にして行きます。

出発前は自分の部屋の掃除もしっかりします。水回りをピカピカに磨

き上げて、棚の中まで整理整頓して行きますよ。だって、もし旅の間に

死んじゃったら、後片付けにきてくれる親がかわいそうでしょう。きれ

いな部屋に帰ってくるのは気持ちがいいし、疲れた体にもやさしいで

すしね。

―― お友達と行かれることもあるんですか？

もちろん！ 高校時代の神戸の友人、大学時代の京都の友人、あとは妹

が多いかな。旅が近づいてくるとグループLINEで「休みを勝ち取ろう！」

とか、お互いに励まし合います（笑）。妹は留学をしていたから英語も

堪能。何度も助けてもらっています。今さら互いをジャッジする間柄で

古い教会やお城を見るのが趣味なので、どうしてもヨーロッパが多く

なりますね。教会や寺院って、その国の思想や宗教観、技術や文化が

ギュッと詰まっている。国によってまったく違うのが面白いです。

――特にどの国の教会が印象に残っていますか？

建築の幅の広さでいうとフィンランドですかね。北欧建築って変わっ

たものが多くて、岩の中に造られたような教会や、曲げわっぱみたい

に造られた教会もありました。

セルビアの教会も質素だけどキレイでしたね。ロシアっぽいけれど

ちょっと違う、セルビア正教独特の雰囲気を感じられました。

――旅の行き先はどうやって決めているのですか？

まずお休みが先に決まるので、その季節に楽しいところはどこかな…

という感じで探します。一人で行くんだったらなるべくフライトが短い

ほうがいいので、フィンランドとか。パリだと12時間だけど、フィンラン

ドなら9時間ですよ。近い！

――ん…!? ちょっと基準がおかしくなってる感じですが（笑）。

いや、9時間は近いですよ！（笑）。旅って、体力の問題も絶対にあると思

うんです。今は29歳ですが、すでに学生時代のようにハードには回れ

ません。だからなるべく若いうちに、遠いヨーロッパに行っておきたい

んです。

――若い今だからこそ遠くに、というわけですね。

たとえば平均寿命の87歳まで生きるとして、29歳の私が見たことは、

あと58年間も懐かしく思い出して楽しめます。けれどその翌年だと57

年間、10年後だと47年間しか楽しめません。なんてもったいない話で

しょう！

――思い出をかみしめられる時間がどんどん短くなってしまう、と。

だから生きている中で一番若い、今、この時に、できるだけ遠いところ

に無茶してでも行きたいんです。大学時代から、バイトをして資金がた

まればすぐさま飛行機に飛び乗って旅に出ていました。親にやんやや

んや言われながらでも、あちこち行っておいて本当によかった。いや、

本当はもっと行っておけばよかった…。

――今までのヨーロッパ旅行で、何度も思い出して楽しんでいるのはど
んな旅ですか？

12月に行ったドイツのクリスマスマーケットは最高に美しかったです

ね。湿度が低いからか、イルミネーションのキラキラがものすごく美し

く映えるんです。どこまでも光が届く感じで。店先のクリスマスグッズは

いちいち精巧でかわいい、そこら中でホットワインが売っている。何気

なく立ち寄るお店のソーセージやウインナーが、どれもこれもめちゃく

ちゃおいしくて。フランスのクロワッサンは、別格。なんなんでしょうあ

のおいしさは。スペインでは水よりもサングリアが安いので、水代わり

に飲みつつ、プラプラ歩くと500mおきくらいにジェラート屋さんがあ

る。そうしたら入るしかないじゃないですか。で、入ります。はい、食べま

す。「おいしいー！」。この繰り返しですね（笑）。

クロアチアにはドブロブニクという「魔女の宅急便」の舞台にもなった

美しい街が南部にあるんですけど、私たちが行ったのは首都のザグレ

ブ。12月の吹雪の中でした。旧社会主義国家らしい質素なトーンで、優

しい方が多い、面白い場所でしたね。クロアチアからは陸路でセルビ

アに入ったんですけど、ベオグラードまでの移動の途中でユーゴスラ

ビア紛争の銃撃の跡が残った建物をいくつも見ました。

――ユーゴスラビア紛争は1990年代から2000年代初頭、ざっと20～
30年ほど前のことですね。宇垣さんが旅をされた2010年頃も、ま
だそんな状況だったのですね。

穴だらけの建物があちらこちらにそのまま残っていました。建物を壊

して更地にするほどのゆとりも、当時はなかったのかもしれません。短

い移動でしたが「ここで、これだけの戦いがあったんだ…」と。生 し々い

傷跡でした。

――セルビアはどんな国でしたか？

民族紛争がまだ続いていたからか、旧ユーゴスラビアの指導者のチ

トー氏のカレンダーを売っていたり、「コソボはセルビアの領土だ！」と

いう政治的なメッセージが書かれたキーホルダーが売られていたり。

旧ユーゴスラビアの名残が強いなという印象で。

――貴重な経験をしましたね。

「現地に行かないとわからないことってたくさんあるんだ」ということ

を、初めて感じた旅だったかもしれません。街中の至るところで若い人

がブラブラしていて、もしかしたら仕事がないのかな、とか。あとは、食

糧自給率がものすごく高いので食べ物が異常に安いとか（笑）。

――現地の方ともふれあったりしましたか？

セルビアで会った方々のほとんどは「日本人を初めてみた」という感じ

でした。でも、どうやら私、セルビアの方にマッチする顔だったようで、

どこに行っても老若男女問わず「こっちにおいで！」「これあげる！」と。あ

んなにモテたの、後にも先にもないくらい（笑）。

――モテ期がセルビアで！

こんなにかわいがられるんだったら「私セルビアで生きていけるわ」と

思いました（笑）。そういう場所が一つ出来たことで、日本でくじけても

「ここが最後じゃないしな」と思えるようになりましたね。

――宇垣さんの強さの源がそこに。

仕事も含め「この場所でやり遂げなきゃいけないものなんて何一つな

い」という気持ちが持てるところは、私の強みでもあると思います。

――大学の卒業旅行はウィーン、プラハ、ブダペストだったそうですね。
ヨーロッパがお好きなんですか？
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うーん、最初はそれこそ服もメイクもプライベートも、アナウンサーら

しくしなければと四苦八苦していた時期もありましたけどもね。報道を

やりたかったけれど、私のビジュアルでは説得力がない、報道向きじゃ

ないという現実もあって。

バラエティの現場では「あの時の正解は何だったんでしょうか？」と周

囲に聞いてばかりで、常に正解を求めていた時期もありました。でも、

TBSの先輩たちって、本当に自由な方が多いんです。特に私の上司は

「いいんだよ、宇垣がやりたいようにやれば」と、背中を押してくれるよ

うな方で。TBSにはラジオもありましたので、比較的自由に自分の言葉

で語ることができる環境もありました。苦しさよりも楽しさのほうがう

んと多かった。

――それでも、外界へ飛び出した。

大好きな会社だったけど、辞めたからって人生真っ暗だとは思わな

い。今はフリーのお仕事をしていますが、それが向いていなかったら

別の仕事をすればいい。たとえば、海外に住んで働くってどんな感じな

んだろうとか、違う人生を考えない日はないです。

――宇垣さんの自己肯定感の強さは、どんな環境で育まれていったの
でしょう？

私の人格をつくったのは、まぎれもなく高校時代ですね。神戸の公立

高校ですが、すごく自由で個性豊かな学校でした。服装もジャージ、ユ

ニフォーム、ゴスロリ、なんでもあり。オタクだろうが、ギャルだろうが、

ガリ勉だろうが、関係ないという文化。

――互いを尊重し合える学校だったのですね。

今でこそ職業として外見は大切ですが、高校時代に顔のことをかわい

いだの、かわいくないだのと言われたことはありませんでした。その分

妹が、「お姉ちゃんは世界で一番かわいい！」と私のことを全肯定してく

れました。そういう友達と妹がいてくれたから、他には何もいらない。

――たくさんの人に好かれようとしなくてよかったのですね。

全ての人に愛されることは無理ですしね。親もそういうタイプで、気が

合わない先生がいたとしても「そんなんやったら別に近寄らんでええ

から静かにしとき」と。

――他者を攻撃せずに、ストレス源から自分を切り離す、と。

結局、それほど優しくないんです、私。ストレス源にわざわざ「あなたの

やっていることはおかしいです」と教えてあげるほど、優しくない（笑）。

常に楽しい気持ちでいたいので、しんどいとか理不尽と思うこと、合わ

ないものを正すことはしません。

――集約せず、ただ増やしたい。

もうこれは「癖（へき）」ですね。とにかく増やすことが好きなんです。

知っていること、見たことがあるもの、食べたことがあるものが増えて

いくのが好き。その副産物として文章を書いたり、表現の仕事ができ

れば幸せだなと。

――直近では、コスメの引き出しもバーンと開けてしまいました。

コスメへの愛も根本は同じですね。メイクをしていろんな自分になる

のが好きなんです。何か一つの場所、一つのものに固定されてしまう

のが、本当に苦手で。

――見たことがないものを見たい、知りたい、経験したいと。

それを突き詰めていくと、結局は「旅」になるんですよね。未知のもの

に出会う、何者でもない自分でいる。旅はそれが全部手軽にできます

から。新しいことを知れば知るほど、それだけ世界は広がるので、もっ

と自由になれる。

――はやく自由に旅ができるようになるといいですね。

行きたい場所ばかりどんどん増えて困っています（笑）。ポルトガル、

ポーランド、ベルリン…。ロシアのウラジオストクにある、わけのわから

ない（笑）水族館にも行きたい。もっともっと、知らないことに出会いた

いです。

生まれた時からせっかちで、生き急ぎがちな性格で。今もよくまわりか

ら「何を焦っているの？」と聞かれます。でも、私からしてみれば、なぜ人

は明日が絶対に来ると確信を持てるのかがわからないんです。こんな

脆弱な生き物、いつ死ぬかわからないんだから、できる時にできること

をやらないと。まあ、当時はそこまで考えてはいなかっただろうけれど、

私は出られると思った瞬間に外界へ飛び出すことを選んでいます。

――アナウンサー以外にも、やりたいことが見えたという感じ？

自由で、大らかで、大好きな会社でしたけど、世の中にはこんなにもた

くさん仕事があるし、生きる場所はたくさんある。いろんな生き方がで

きる人生がいいなって。

――局アナ時代は、求められる像に自分をはめなければいけない苦し
さもあったんでしょうか？
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